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(57)【要約】
　現在の通信システムにおける時間追跡は、旧来、共通
基準信号（ＣＲＳ）に基づき得る。しかしながら、いく
つかの通信システムでは、ＣＲＳベースの時間追跡は、
いくつかのサブフレームまたはキャリア中のＣＲＳの不
在により、実装することが不可能であり得る。ＣＲＳベ
ースの時間追跡はまた、制御とデータとが異なるセルか
ら到着し得、したがって、ＵＥがＣＲＳベースの時間追
跡のために間違ったセルを仮定し得る、多地点協調（Ｃ
ｏＭＰ）システムなど、いくつかの通信システムでは実
装することが不適切であり得る。したがって、ＵＥが改
善されたチャネル推定および／または時間追跡性能を有
し得るように、追加のＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）
および／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）がＵＥにとって利用可能にされ得る、ワイヤレス通
信のための方法、装置、およびコンピュータプログラム
製品を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記処理が、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性が判断される、請求項３に記載の方
法。
【請求項６】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
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　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記判断することが、ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性を判断するためにブラ
インド検出を実行することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記判断することは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの前記第２のセットが利用
可能であるか否かを示す情報を受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信することであって、前記近接情報がＲＳ
の前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、受信することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のワイヤレス通信の方法であって、
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を備える、方法。
【請求項１９】
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、請求項１８に記載の方
法。
【請求項２０】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項２
０に記載の方法。
【請求項２２】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項２０に記
載の方法。
【請求項２３】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
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ングを有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２６】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項１９に記載の方法。
【請求項２７】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項１９に記
載の方法。
【請求項３１】
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信することをさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ＵＥに近接情報を送信することであって、前記近接情報がＲＳの前記第１のセット
とＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信することをさらに備える、請求
項１８に記載の方法。
【請求項３３】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を前記ＵＥに送信することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項３４】
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信するための手段であって、前記少な
くとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセット
を備える、受信するための手段と、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
するための手段と、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
るための手段と
を備える、ユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項３５】
　処理するための前記手段が、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１
つを実行するように構成された、請求項３４に記載のＵＥ。
【請求項３６】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項３４に記載のＵＥ。
【請求項３７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項３６に記載
のＵＥ。
【請求項３８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
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き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性が判断される、請求項３６に記載の
ＵＥ。
【請求項３９】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項３６に記載のＵＥ。
【請求項４０】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項３６に記載のＵＥ。
【請求項４１】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項３６に記載のＵＥ。
【請求項４２】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項３４に記載のＵＥ。
【請求項４３】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項４２に記載のＵＥ。
【請求項４４】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項４２に記載のＵＥ。
【請求項４５】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項４２に記載のＵＥ。
【請求項４６】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項３４に記
載のＵＥ。
【請求項４７】
　判断するための前記手段が、ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性を判断するため
にブラインド検出を実行するように構成された、請求項３４に記載のＵＥ。
【請求項４８】
　判断するための前記手段は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの前記第２のセット
が利用可能であるか否かを示す情報を受信するように構成された、請求項３４に記載のＵ
Ｅ。
【請求項４９】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するための手段であって、前記近接情報
がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、受信する
ための手段をさらに備える、請求項３４に記載のＵＥ。
【請求項５０】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を受信するための手段をさらに備える、請求項３４に記載のＵＥ。
【請求項５１】
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信するための手段であ
って、前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）
の第１のセットを備える、送信するための手段と、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えるための手段と
を備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項５２】
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　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、請求項５１に記載のｅ
ＮＢ。
【請求項５３】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項５２に記載のｅＮＢ。
【請求項５４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項５
３に記載のｅＮＢ。
【請求項５５】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項５３に記
載のｅＮＢ。
【請求項５６】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項５３に記載のｅＮＢ。
【請求項５７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項５３に記載のｅＮＢ。
【請求項５８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項５３に記載のｅＮＢ。
【請求項５９】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項５２に記載のｅＮＢ。
【請求項６０】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項５９に記載のｅＮＢ。
【請求項６１】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項５９に記載のｅＮＢ
。
【請求項６２】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項５９に記載のｅＮＢ
。
【請求項６３】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項５２に記
載のｅＮＢ。
【請求項６４】
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信するための手段をさらに備える、請求項５２に記載のｅＮＢ。
【請求項６５】
　前記ＵＥに近接情報を送信するための手段であって、前記近接情報がＲＳの前記第１の
セットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信するための手段をさらに
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備える、請求項５１に記載のｅＮＢ。
【請求項６６】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を前記ＵＥに送信するための手段をさらに備える、請求項５１に記載のｅＮＢ
。
【請求項６７】
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を行うように構成された処理システム
を備える、ユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項６８】
　処理するように構成された前記処理システムが、チャネル推定またはタイミング推定の
うちの少なくとも１つを実行するようにさらに構成された、請求項６７に記載のＵＥ。
【請求項６９】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項６７に記載のＵＥ。
【請求項７０】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項６９に記載
のＵＥ。
【請求項７１】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性が判断される、請求項６９に記載の
ＵＥ。
【請求項７２】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項６９に記載のＵＥ。
【請求項７３】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項６９に記載のＵＥ。
【請求項７４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項６９に記載のＵＥ。
【請求項７５】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項６７に記載のＵＥ。
【請求項７６】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項７５に記載のＵＥ。
【請求項７７】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項７５に記載のＵＥ。
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【請求項７８】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項７５に記載のＵＥ。
【請求項７９】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項６７に記
載のＵＥ。
【請求項８０】
　判断するように構成された前記処理システムが、ＲＳの前記第２のセットの前記利用可
能性を判断するためにブラインド検出を実行するようにさらに構成された、請求項６７に
記載のＵＥ。
【請求項８１】
　判断するように構成された前記処理システムは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳ
の前記第２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を受信するようにさらに構成され
た、請求項６７に記載のＵＥ。
【請求項８２】
　前記処理システムが、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するようにさらに
構成され、前記近接情報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時
間差を備える、請求項６７に記載のＵＥ。
【請求項８３】
　前記処理システムが、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て前記送信を受信するための構成を受信するようにさらに構成された、請求項６７に記載
のＵＥ。
【請求項８４】
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を行うように構成された処理システム
を備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項８５】
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、請求項８４に記載のｅ
ＮＢ。
【請求項８６】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項８５に記載のｅＮＢ。
【請求項８７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項８
６に記載のｅＮＢ。
【請求項８８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項８６に記
載のｅＮＢ。
【請求項８９】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
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Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項８６に記載のｅＮＢ。
【請求項９０】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項８６に記載のｅＮＢ。
【請求項９１】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項８６に記載のｅＮＢ。
【請求項９２】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項８５に記載のｅＮＢ。
【請求項９３】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項９２に記載のｅＮＢ。
【請求項９４】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項９２に記載のｅＮＢ
。
【請求項９５】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項９２に記載のｅＮＢ
。
【請求項９６】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項８５に記
載のｅＮＢ。
【請求項９７】
　前記処理システムは、ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否
かを示す情報を前記ＵＥに送信するようにさらに構成された、請求項８５に記載のｅＮＢ
。
【請求項９８】
　前記処理システムが前記ＵＥに近接情報を送信するようにさらに構成され、前記近接情
報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、請求項
８４に記載のｅＮＢ。
【請求項９９】
　前記処理システムが、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て前記送信を受信するための構成を前記ＵＥに送信するようにさらに構成された、請求項
８４に記載のｅＮＢ。
【請求項１００】
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータプログラム製品であって、
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
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【請求項１０１】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のコンピュータプログラム製品であって、
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備え、
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、コンピュータプログラ
ム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１１年１２
月２２日に出願された「IMPROVED REFERENCE SIGNALS DESIGN FOR TIME TRACKING IN LTE
-A」と題する米国仮出願第６１／５７９，４２８号、２０１２年２月１７日に出願された
「IMPROVED REFERENCE SIGNALS DESIGN FOR TIME TRACKING IN LTE-A」と題する米国仮出
願第６１／６００，１９０号、および２０１２年４月１７日に出願された「IMPROVED REF
ERENCE SIGNALS DESIGN FOR TIME TRACKING IN LTE-A」と題する米国仮出願第６１／６２
５，５７７号、および２０１２年１２月１３日に出願されたIMPROVED REFERENCE SIGNALS
 DESIGN FOR TIME TRACKING IN LTE-Aと題する米国特許出願第１３／７１４，１８１号の
利益を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ロングタームエボリューション
（ＬＴＥ：Long Term Evolution）アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE Advanced）における
時間追跡のための改善された基準信号設計のための方法およびその基準信号設計を用いる
装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的な
ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技
術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シス
テム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多
元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤ
ＭＡ）システムがある。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信規格に
おいて採用されている。新生の電気通信規格の一例はＬＴＥである。ＬＴＥは、第３世代
パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）に
よって公表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile
 Telecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクト
ル効率を改善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良
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くサポートし、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダ
ウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤ
ＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とよ
り良く統合するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセス
に対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好まし
くは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに
適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　現在の通信システムにおける時間追跡は、旧来、共通基準信号（ＣＲＳ：common refer
ence signal）に基づき得る。しかしながら、いくつかの通信システムでは、ＣＲＳベー
スの時間追跡は、実装することが不可能または不適切であり得る。したがって、改善され
た基準信号設計のための方法およびその基準信号設計を用いる装置を以下で提供する。本
方法／装置は、ユーザ機器（ＵＥ）が、改善された時間追跡のために、受信したユーザ機
器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ：user equipment specific reference signal）および／ま
たはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information reference 
signal）を利用することを可能にする。
【０００６】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）であり得る本装置は、ダウンリンク割当てに
おいてＵＥに割り振られ得るリソースブロックの数を２よりも大きいかまたはそれに等し
くなるように制限する。さらに、本装置は、ダウンリンク割当てに対応するダウンリンク
送信をＵＥに送信する。
【０００７】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ＵＥであり得る本装置は、送信中の複数のリソースブロックを受信する。複数のリソース
ブロックはプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ：precoding resource b
lock group）を含む。本装置は、ＰＲＧ中のリソースブロックの送信のための仮定された
同じプリコーディングに基づいてＵＥ－ＲＳを復号する。本装置は、ＰＲＧ中の復号され
たＵＥ－ＲＳに基づいて時間追跡を実行する。
【０００８】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ＵＥであり得る本装置は、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信する。少な
くとも１つのリソースブロックの各々はＵＥ－ＲＳの第１のセットを含む。本装置は、少
なくとも１つのリソースブロックのリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含む
かどうかを判断する。本装置は、ＵＥ－ＲＳの第１のセットに基づいて、およびリソース
ブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むと判断されたとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセッ
トに基づいて、時間追跡を実行する。
【０００９】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ｅＮＢであり得る本装置は、ランク１送信またはランク２送信のうちの１つを受信するよ
うにＵＥを構成する。本装置はＵＥにリソースブロックを送信する。リソースブロックは
ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとを含む。ＵＥ－ＲＳの第１のセ
ットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの一方はＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの第１のセ
ットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの他方は別のＵＥ用であるかまたは他のいかな
るＵＥ用でもない。
【００１０】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ＵＥであり得る本装置は、少なくとも１つのリソースブロックの各リソースブロック中に
第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートがある、少なくとも１つのリソースブロックを受信するた
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めの構成を受信する。本装置は、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信する
。本装置は、少なくとも１つのリソースブロックのリソースブロックが、第１の数のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートを含むと仮定する。本装置は、
仮定した第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応するリソース要素中の信号に基づいて時間
追跡を実行する。
【００１１】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ｅＮＢであり得る本装置は、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを受信するようにＵＥを構成
する。本装置は、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポー
トを含むリソースブロックをＵＥに送信する。第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートは、ＵＥに
よる改善された時間追跡を可能にする。
【００１２】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ＵＥであり得る本装置は、少なくとも１つのリソースブロック中のＵＥ－ＲＳとＣＳＩ－
ＲＳとを受信する。ＵＥは、受信したＵＥ－ＲＳとＣＳＩ－ＲＳとに基づいて時間追跡を
実行する。
【００１３】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ＵＥであり得る本装置は、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信し、少なく
とも１つのリソースブロックの各々は、第１のアンテナポートに関連するＵＥ基準信号（
ＵＥ－ＲＳ）の第１のグループを備える。本装置は、少なくとも１つのリソースブロック
が１つまたは複数の他のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２のグループを備える
かどうかを判断し、ＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づいて、および少なくとも１つのリ
ソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のグループを備えると判断されたとき、ＵＥ－ＲＳの
第２のグループにさらに基づいて、受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
る。
【００１４】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ＵＥであり得る本装置は、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信し、少なく
とも１つのリソースブロックは、ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
、本装置は、ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが、送信中で利用可能であるかどうかを
判断し、ＲＳの第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの第２
のセットにさらに基づいて、受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理する。
【００１５】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供される。
ｅＮＢであり得る本装置は、送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成し、送信中
でＵＥに少なくとも１つリソースブロックを送信し、少なくとも１つのリソースブロック
は、ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え、本装置は、送信中にＲＳの
第２のセットを与える。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】様々なタイプのサブフレーム内のＵＥ－ＲＳのロケーションを示し、ＵＥ－ＲＳ
ベースの時間追跡のための例示的な方法について説明するための図。
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【図８】リソースブロックのセット内の基準信号構成の図であって、ＣＳＩ－ＲＳベース
の時間追跡のための例示的な方法について説明するための図。
【図９】例示的な方法を示すための図。
【図１０】サブフレーム中のアンテナポート７および８を介して受信されたＵＥ－ＲＳ信
号の位置を示す図。
【図１１】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１２】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１３】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１４】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１５】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１６】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１７】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１８】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１９】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図２０】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図。
【図２１】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図。
【図２２】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【図２３】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明するも
のであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。発明
を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。
ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明ら
かであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られて
いる構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１８】
　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」と総称
される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリ
ズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素を
ハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例および
全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１９】
　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例として
は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（Ｐ
ＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説
明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理シス
テム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソ
フトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語な
どの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコー
ド、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフト
ウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェ
クト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈され
たい。
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【００２０】
　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコ
ンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コン
ピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまた
は他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイ
ス、クラウド／ネットワークストレージ、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望の
プログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセ
スされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk
）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク
（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディス
ク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（di
sc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【００２１】
　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネットワー
クアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）
１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１
０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved UM
TS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolv
ed Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）１
２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワーク
と相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェー
スは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業
者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サ
ービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００２２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含む。ｅ
ＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロト
コル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホール
）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、送受信基地局、
無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basi
c service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０
へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマートフ
ォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラッ
プトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデ
バイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、
カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者
によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット
、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス
、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末
、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライア
ント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２３】
　ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１
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０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、
他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワーク（
ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１
０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ
１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲート
ウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェ
イ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割当てならびに
他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１２２に接続され
る。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチ
メディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳストリーミングサ
ービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２４】
　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２００の一
例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラー領
域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０８は
、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。より低
い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）
と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば
、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅＮ
Ｂ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２
０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワ
ーク２００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では集中コントローラが使
用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジュー
リング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべて
の無線関係機能を担当する。
【００２５】
　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展開され
ている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division duplexin
g）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ
上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提
示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これら
の概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Opt
imized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に
拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部とし
て第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership
 Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して
移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯
域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形
例とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Ra
dio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商
標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する
、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．
２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００
およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤ
レス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設
計制約に依存することになる。
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【００２６】
　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩＭＯ技
術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバ
ーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化は、デ
ータの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。データス
トリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、または
全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは、各
データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを
適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコードされた各スト
リームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディングされたデータスト
リームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６に到着し、こ
れにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つま
たは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、
空間的にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空
間的にプリコードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２７】
　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状態が
あまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるためにビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデー
タを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良
好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリー
ムビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２８】
　以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上でＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボル内
のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サブキ
ャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復元する
ことを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシン
ボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィック
ス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ
：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦ
ＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２９】
　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレーム（１
０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレームは、
２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリソース
グリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグリッド
は複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領域中に
１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリック
プレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリ
ソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブロック
は、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要素を有
する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－
ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある
）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、（復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：
demodulation reference signal）としても知られる）ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０
４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physic
al DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リ
ソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信
するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高く
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なる。
【００３０】
　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬのための
利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得る。
制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能なサイ
ズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信するためにＵＥ
に割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソ
ースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続するサブキャ
リアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含むデー
タセクションを生じる。
【００３１】
　ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロック
４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するために、
データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥは
、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセ
クション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：
physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信し得
る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得
る。
【００３２】
　初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physic
al random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロックのセ
ットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬ
データ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、
６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワー
クによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リ
ソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはない。Ｐ
ＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシー
ケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みだけを
行うことができる。
【００３３】
　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルア
ーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示されて
いる。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を
実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）
５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間
のリンクを担当する。
【００３４】
　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終端され
る、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無線リン
ク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレイヤと
を含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８にお
いて終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たとえば
、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含む
Ｌ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３５】
　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化を行う
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。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上位レイ
ヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュリティ
と、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ５１２
は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データパケッ
トの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat reques
t）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブ
レイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば、リ
ソースブロック）を割り当てることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲＱ
動作を担当する。
【００３６】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、制御
プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ２レイ
ヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイヤ）中
に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲ
Ｃサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮ
ＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する
。
【００３７】
　図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブロック
図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プ
ロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの機能を
実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに基
づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割当てとを
行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信
と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３８】
　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々
な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ
：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング
（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadr
ature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift ke
ying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基
づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとイ
ンターリービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリームに
分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域
および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで
逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合
成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。Ｏ
ＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコードされる
。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を判断するため
に、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送
信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次いで
、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与えら
れる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを
変調する。
【００３９】
　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２を通し
て信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、
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受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レイヤ
の様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた任
意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空間ス
トリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一の
ＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高速フー
リエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを
時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアご
とに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信
号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレーション
ポイントを判断することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推
定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チ
ャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために
復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／
プロセッサ６５９に与えられる。
【００４０】
　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ６６０は
コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ６５
９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチ
ャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号（decipher）と、
ヘッダの復元（decompression）と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次
いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられ
る。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コン
トローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣ
Ｋ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００４１】
　ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイヤパケ
ットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロ
トコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、コン
トローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化およ
び並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割当てに基づいた論理チャネルとトラン
スポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制御プレ
ーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ
動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する。
【００４２】
　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネル推定
器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選択する
ことと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用
され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信機６
５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは、送信のた
めにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４３】
　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法でｅＮ
Ｂ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６２０
を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復
元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実装
し得る。
【００４４】
　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。メモリ６
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７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プロセッ
サ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチ
ャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号と、ヘッダ復
元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケッ
トはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲ
Ｑ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検
出を担当する。
【００４５】
　ユニキャストサービスおよびマルチキャスト／ブロードキャストサービスに関して、Ｕ
Ｅは、それらのサービスに関連する信号を受信するためのダウンリンクタイミングを更新
するために（タイミング追跡とも呼ばれる）時間追跡を実行し得る。時間追跡は、シンボ
ル間干渉が最小限に抑えられるようなＦＦＴウィンドウの正確な開始点を可能にするので
、受信機性能における重要なファクタである。時間追跡によって判断されるタイミングオ
フセットは、さらに、現在サブフレームにおけるチャネル推定のために使用され得、次の
サブフレームのためのダウンリンクタイミング（すなわち、ＦＦＴウィンドウの開始点）
を更新するために使用される。
【００４６】
　旧来、現在の通信システム（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８／９／１０）における時間
追跡は共通基準信号（ＣＲＳ）に基づき得る。ＣＲＳは、広帯域であり、すべてのサブフ
レーム中に存在し得る。したがって、信頼できる時間追跡が可能であり、時間追跡は、改
善された性能のために２つ以上のサブフレームを利用（たとえば、平均）し得る。他の通
信システム（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１以降）では、ＣＲＳ時間追跡は不可能また
は不適切のいずれかであり得る。いくつかのサブフレームまたはキャリアでは、ＣＲＳが
存在しないことがある。たとえば、通信システム（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１）は
、後方互換性がある追加のキャリアタイプを定義し得る。したがって、ＣＲＳは、すべて
のサブフレーム中のこれらのキャリア中に常に存在するとは限らない。追加のキャリアタ
イプでは、ＣＲＳは、いくつかのサブフレーム中にのみ存在し得る。さらに、いくつかの
シナリオ（たとえば、多地点協調（ＣｏＭＰ：coordinated multipoint）Ｔｘ／Ｒｘ）で
は、ＣＲＳの使用は時間追跡には不適切であり得る。ＣｏＭＰでは、制御とデータとが異
なるセルから到着し得る。したがって、ＵＥは、ＣＲＳベースの時間追跡のために間違っ
たセルを仮定し得る。
【００４７】
　いくつかの通信システム（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１以降）では、ＣＲＳベース
でない時間追跡が必要とされ得る。したがって、時間追跡は、ＵＥ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ
、および／または他の基準信号に基づいて実行され得る。しかしながら、ＣＲＳベースの
時間追跡とは異なり、ＵＥ－ＲＳ／ＣＳＩ－ＲＳ帯域幅／密度が制限され得るので、ＵＥ
は、時間追跡のためにＵＥ－ＲＳおよび／またはＣＳＩ－ＲＳに常に依拠することができ
るとは限らない。たとえば、ＵＥ用のＵＥ－ＲＳは、ＵＥがスケジュールされるときのみ
存在し得る。すなわち、ＵＥ用のＵＥ－ＲＳは、１つのリソースブロック（ＲＢ）（物理
ＲＢ（ＰＲＢ）とも呼ばれる）から
【数１】

【００４８】
個のＲＢにわたり得るスケジュールされたＰＤＳＣＨ帯域幅においてのみ利用可能であり
、ただし、
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【数２】

【００４９】
はＲＢの単位のダウンリンクシステム帯域幅である。したがって、ＵＥ－ＲＳアンテナポ
ートは、異なるサブフレームにわたって（１つまたは複数の）同じ物理アンテナポートに
マッピングしないことがある。さらに、ＣＳＩ－ＲＳは、サブフレームのサブセット中に
のみ存在し得、ＣＳＩ－ＲＳポートごとにＲＢ当たり１つのリソース要素（ＲＥ）しか存
在しないので、低い密度を有し得る。その結果、時間追跡は、受信機性能を改善するため
の平均化のために複数のサブフレームに容易に依拠することができない。さらに、割り当
てられたＰＤＳＣＨ帯域幅が極めて小さい場合（たとえば、１つまたは数個のＲＢ）、Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの時間追跡性能は重度に損なわれ得る。さらに、ＣＳＩ－ＲＳ時間追跡性
能も低い密度により損なわれ得る。
【００５０】
　通信システム（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１）では、拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣ
Ｈ：enhanced PDCCH）が与えられ得る。サブフレーム中の最初のいくつかの制御シンボル
を占有するレガシーＰＤＣＣＨとは異なり、ｅＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨと同様にデータ
領域を占有する。帯域幅がしばしば大きいＰＤＳＣＨとは異なり、１つのｅＰＤＣＣＨは
、１つのＲＢまたは極めて限られた数のＲＢのみを消費し得る。ＵＥ－ＲＳベースのｅＰ
ＤＣＣＨが通信システムにおいてサポートされ得る。ｅＰＤＣＣＨ／ＰＤＣＣＨを使用す
るように構成されたＵＥは、（たとえば、異種ネットワークにおける近隣セルからの圧倒
的な干渉により）ＣＲＳを確実に受信しないことがあるか、またはＣＲＳが利用可能でな
いことがある（たとえば、ＣＲＳが存在しない）。したがって、時間追跡は、特に対応す
る帯域幅が制限されるとき、ＰＤＳＣＨ性能に影響を及ぼすだけでなく、ＰＤＣＣＨ／ｅ
ＰＤＣＣＨ性能にも影響を及ぼすであろう。したがって、特に（周波数および／または時
間において）割り当てられた帯域幅および／またはＲＳ密度が低いとき、ＵＥ－ＲＳおよ
び／またはＣＳＩ－ＲＳベースの時間追跡のための時間追跡性能を改善するための方法が
必要である。
【００５１】
　図７は、様々なタイプのサブフレーム内のＵＥ－ＲＳのロケーションを示し、ＵＥ－Ｒ
Ｓベースの時間追跡のための例示的な方法について説明するための図７００である。図７
において、図７１０は、通常のサブフレーム内のＵＥ－ＲＳのロケーションを示す。図７
２０は、１１、１２シンボルをもつダウンリンクパイロットタイムスロット（ＤｗＰＴＳ
）サブフレーム内のＵＥ－ＲＳのロケーションを示す。図７３０は、９、１０シンボルを
もつＤｗＰＴＳサブフレーム内のＵＥ－ＲＳのロケーションを示す。ＵＥは、ＵＥ－ＲＳ
のためにＲＢ当たり最高２４個のＲＥを利用することが可能であり得る。ランク１送信お
よびランク２送信の場合、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥ７０２（図７中のより濃い影つきのＲＥ）の
みが存在し、結果として、ＵＥ－ＲＳのためのＲＢ当たりのＲＥは１２個になる。ランク
２よりも大きい送信の場合、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥ７０２とＵＥ－ＲＳ　ＲＥ７０４（図７中
のより淡い影つきのＲＥ）とが存在し、結果として、ＵＥ－ＲＳのためのＲＢ当たりのＲ
Ｅは２４個になる。限られた数のＲＢ（ＰＤＳＣＨおよび／またはｅＰＤＣＣＨ）のため
に、特に１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥ／ＲＢのみが利用可能なとき（すなわち、ＵＥがラン
ク１送信またはランク２送信を受信するように構成されたとき）、時間追跡性能は重度に
損なわれ得る。
【００５２】
　ＵＥ－ＲＳベースの時間追跡問題に対処するために、第１の例示的な方法では、ｅＮＢ
は小さいＰＤＳＣＨ／ＰＤＣＣＨ割当てを明示的に制限し得る。たとえば、ｅＮＢは１Ｒ
Ｂ　ＰＤＳＣＨ割当てを許可しないことがある。代替として、ｅＮＢは、変調次数（modu
lation order）に基づいて小さいＰＤＳＣＨ／ＰＤＣＣＨ割当てを制限し得る。たとえば
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、ｅＮＢは、１ＲＢ＋ＱＰＳＫ組合せを許可し得るが、１ＲＢと１６／６４ＱＡＭとの組
合せは許可しないことがある。より高い変調次数の場合、より高い精度の時間追跡が必要
とされ得る。したがって、ｅＮＢは、より高い変調次数の場合のみ、小さいＰＤＳＣＨ／
ＰＤＣＣＨ割当てを制限し得る。
【００５３】
　第１の例示的な方法によれば、ｅＮＢは、全体的にまたは変調次数に基づいて、ダウン
リンク割当てにおいてターゲットＵＥに割り振られ得るＲＢの数を２よりも大きい（３、
４など）かまたはそれに等しくなるように制限し得る。「ターゲットＵＥ」という用語は
、リソース割当ての焦点であるｅＮＢのセル内のＵＥを指すことがある。たとえば、ｅＮ
Ｂは、ダウンリンク割当てにおいてターゲットＵＥに割り振られ得るＲＢの数を２または
３に制限し得る。それに応じて、ｅＮＢは、ダウンリンク割当てに対応するダウンリンク
送信（データ／制御）をターゲットＵＥに送信し得る。その上、ｅＮＢは、ダウンリンク
送信のための変調次数（たとえば、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ）を判断し、判断
された変調次数に基づいて、ＲＢの数を制限すべきかどうかを判断し得る。たとえば、ｅ
ＮＢは、変調次数がしきい値（たとえば、しきい値はＱＰＳＫであり得る）よりも大きい
ときのみ、ダウンリンク割当てにおいてターゲットＵＥに割り振られ得るＲＢの数を２よ
りも大きいかまたはそれに等しくなるように制限し得る。
【００５４】
　第２の例示的な方法では、ターゲットＵＥは、ＵＥ－ＲＳベースの時間追跡のためにプ
リコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）機能を利用し得る。通信システム（
たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０）では、ＰＲＧは、送信モード９とプリコーディング行
列インジケータ（ＰＭＩ：precoding matrix indicator）／ランクインジケータ（ＲＩ：
rank indicator）チャネルフィードバックとで構成されたターゲットＵＥのためにサポー
トされ得る。第２の例示的な方法では、ターゲットＵＥは、プリコーディンググラニュラ
リティが周波数領域において（典型的な場合のように１つのＲＢである代わりに）２つ以
上のＲＢであると仮定し得る。したがって、ターゲットＵＥは、ＰＲＧ内のすべてのスケ
ジュールされたＲＢに同じプリコーダが適用されると仮定し得る。各ＰＲＧは、同じプリ
コーディングを用いた連続するＲＢを含む。ＰＲＧサイズは、以下の表に示すようにダウ
ンリンクシステム帯域幅依存である。
【表１】

【００５５】
　ターゲットＵＥが、ＰＲＧ中の、ＵＥ－ＲＳを含んでいる複数のＲＢを受信したとき、
ターゲットＵＥは、ＰＲＧ中のＲＢの送信のための仮定された同じプリコーディングに基
づいて、複数のリソースブロック中のＵＥ－ＲＳを復号し得る。ターゲットＵＥは、次い
で、復号されたＵＥ－ＲＳのコヒーレント合成に基づいて時間追跡を実行することが可能
であり得る。代替として、ターゲットＵＥが、異なるプリコーディングに基づいて複数の
ＲＢ中のＵＥ－ＲＳを復号する場合、ターゲットＵＥは、プリコーディングサブグループ
ごとに時間追跡を別個に実行し、その後（たとえば、平均化を介して）結果を合成しなけ
ればならなくなり、これは、コヒーレント合成よりも不十分な性能を有する。したがって
、コヒーレント合成では、時間追跡アルゴリズムは、すべての復号されたＵＥ－ＲＳを用
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いて１回実行されるが、コヒーレント合成がない場合、時間追跡は、複数回実行され、平
均化を通して合成される。したがって、第２の例示的な方法では、ターゲットＵＥは、Ｕ
Ｅ－ＲＳベースの時間追跡の改善された性能のために、ＰＲＧ内の同じプリコーディング
を活用し得る。
【００５６】
　第３の例示的な方法では、改善された時間追跡のために、ＲＢは２４個のＵＥ－ＲＳ　
ＲＥ（１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥ７０２（図７中のより濃い影つきのＲＥ）および１２個
のＵＥ－ＲＳ　ＲＥ７０４（図７中のより淡い影つきのＲＥ））を含むと仮定され得る。
１２個のＵＥ－ＲＳの追加の第２のセット（たとえば、１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥ７０４
）は、時間追跡（およびＰＤＳＣＨ／ｅＰＤＣＣＨ復号）を改善するのを助ける。１２個
のＵＥ－ＲＳの追加の第２のセットは、少数のＲＢの割当てのみに関連し得る。たとえば
、ダウンリンク割当てが１つのＲＢ　ＰＤＳＣＨおよび／またはＰＤＣＣＨを含むとき、
ＲＢは２４個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥを含むと仮定され得る。そうではなく、ダウンリンク割
当てが２つ以上のＲＢ　ＰＤＳＣＨおよび／またはＰＤＣＣＨを含むとき、ＲＢは、構成
または割当てに応じて、１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥまたは２４個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥを含
むと仮定され得る。たとえば、ランク１送信またはランク２送信は１２個のＵＥ－ＲＳ　
ＲＥを含み得、ランク２送信よりも大きい送信は２４個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥを含み得る。
ターゲットＵＥは、ｅＮＢからのシグナリングなしに追加の１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの
存在を判断するためにブラインド検出を実行し得る。
【００５７】
　１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットは他のＵＥ用でないことがある。したがって
、ｅＮＢは、１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットを送信するために、１２個のＵＥ
－ＲＳ　ＲＥの第１のセットを送信するために使用したのと同じプリコーディングを使用
し得る。代替として、１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットは他のＵＥ用であり得、
したがって、異なるプリコーディングを有し得る。たとえば、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２の
セットは、ＰＤＳＣＨの場合のマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）動作のために使
用されるか、またはｅＰＤＣＣＨの場合のＭＵ－ＭＩＭＯ動作のために使用され得る。別
の例では、２つ以上のｅＰＤＣＣＨが、周波数分割多重（ＦＤＭ）方法で同じＲＢを共有
し、異なるアンテナポートを使用し得る。
【００５８】
　したがって、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットが他のＵＥ用であるか否かに応じて、Ｕ
Ｅ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットは、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットのために使用された
プリコーダとは異なるプリコーディングを用いて送信され得る。たとえば、ｅＮＢが、異
なるプリコーディングを用いてＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットを送信する場合、ＵＥ－
ＲＳ　ＲＥの第２のセットは少なくとも１つの他のＵＥによって使用される。別の例では
、ｅＮＢが（電力ランダム化を達成するために）ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットと同じ
プリコーディングを用いてＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットを送信する場合、ＵＥ－ＲＳ
　ＲＥの第２のセットは、少なくとも１つの他のＵＥによって使用されるか、または他の
いかなるＵＥによっても使用されないことがある。ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットが他
のいかなるＵＥによっても使用されず、ターゲットＵＥが（たとえば、ランク１送信また
はランク２送信において）ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットを受信するように構成されな
いとき、ｅＮＢは、改善された時間追跡性能を可能にするために、ターゲットＵＥにＵＥ
－ＲＳ　ＲＥの第２のセットを明確に送信する。
【００５９】
　同じプリコーディングを有するＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットと第２のセットの両方
はＰＲＧモデルと同様であり、違いは、同じプリコーディングが、ＰＲＧの場合のように
ＲＢにわたって使用される代わりに、ＲＢ内のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの２つのセットにわたっ
て使用されることである。アンテナポート７とアンテナポート８の両方がＵＥ－ＲＳ　Ｒ
Ｅの第１のセット中に存在する場合、アンテナポート７またはアンテナポート８のうちの
１つあるいはアンテナポート７とアンテナポート８の両方がＵＥ－ＲＳベースの時間追跡
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のために依拠されるかどうかに応じて、アンテナポート７またはアンテナポート８のうち
の１つあるいはアンテナポート７とアンテナポート８の両方にプリコーディングの重複が
適用され得る。ＰＤＳＣＨの場合、ＭＵ－ＭＩＭＯが（１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１
のセットにマッピングされる）アンテナポート７およびアンテナポート８のみを用いてサ
ポートされるので、ｅＮＢは、ターゲットＵＥがアンテナポート７および／またはアンテ
ナポート８を用いてダウンリンク送信を受信するように構成されたとき、ＵＥ－ＲＳ　Ｒ
Ｅの第１および第２のセットのために同じプリコーディングを使用し得る。すなわち、タ
ーゲットＵＥがアンテナポート７および／またはアンテナポート８を用いてダウンリンク
送信を受信するように構成されたとき、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットは他のＵＥによ
って利用されない。したがって、ｅＮＢは、特定のＵＥのためのより良い時間追跡を可能
にするために、特定のＵＥがＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットのみを受信するように構成
されたとしても（たとえば、ランク１送信またはランク２送信を受信するように構成され
たときでも）、同じプリコーディングを用いてＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットを特定の
ＵＥに送信し得る。
【００６０】
　ｅ－ＰＤＣＣＨの場合、１つのＲＢ内にアンテナポート７および／またはアンテナポー
ト８が存在し得る。代替として、１つのＲＢ内にアンテナポート７、８、９、または１０
のうちの少なくとも１つが存在し得る。１つのＲＢ内にｅＰＤＣＣＨのためのアンテナポ
ート７および／または８のみが存在する場合、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットについて
ＭＵ－ＭＩＭＯがないので、ｅＮＢは、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットと第２のセット
の両方ために同じプリコーディングを使用し得る。１つのＲＢ内にｅＰＤＣＣＨのための
アンテナポート７および／または８とアンテナポート９および／または１０とが存在する
場合、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットは他のＵＥによって使用され得る。したがって、
ｅＮＢは、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットが他のＵＥ用であるかどうかをターゲットＵ
Ｅに通知し得る。ターゲットＵＥがそのような情報を受信した場合、ターゲットＵＥは、
ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットがＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットとは異なるプリコー
ディングを有することを知ることになる。そうではなく、ターゲットＵＥがそのような情
報を受信しない場合、ターゲットＵＥは、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットがＵＥ－ＲＳ
　ＲＥの第１のセットと同じプリコーディングを有すると仮定することになる。ｅＮＢは
、１ビットシグナリングを介してまたはハードコードされた情報（たとえば、１つのＲＢ
動作についてＭＵ－ＭＩＭＯなし）を通して、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットが他のＵ
Ｅのために使用されるかどうかをターゲットＵＥに通知し得る。
【００６１】
　さらに、ＵＥが、同じＰＲＧの１つまたは複数の同じＰＲＢペア中の２つ以上のｅＰＤ
ＣＣＨ送信を受信した場合、ＵＥは、２つ以上のｅＰＤＣＣＨ送信に関連する異なるアン
テナポートに同じプリコーディングが適用されると仮定し得る。２つ以上のｅＰＤＣＣＨ
送信は、ｅＰＤＣＣＨによって占有されるリソースが同じＰＲＧの１つまたは複数の所与
のＰＲＢペア内にあるような局所送信であり得る。同じＵＥのための２つ以上のｅＰＤＣ
ＣＨ送信は、ブロードキャストｅＰＤＣＣＨ（たとえば、システム情報ブロードキャスト
）、グループキャストｅＰＤＣＣＨ（たとえば、グループ電力制御）、ユニキャストｅＰ
ＤＣＣＨスケジューリングダウンリンクチャネル、ユニキャストｅＰＤＣＣＨスケジュー
リングアップリンクチャネル、またはそれらの組合せであり得る。
【００６２】
　２つ以上のｅＰＤＣＣＨ送信は、アンテナポート７、８、９、および／または１０に関
連し得る。たとえば、ＵＥは、アンテナポート７に関連するダウンリンクスケジューリン
グのためのｅＰＤＣＣＨとアンテナポート８に関連するアップリンクスケジューリングの
ためのｅＰＤＣＣＨとを受信し得る。ＵＥは、２つのｅＰＤＣＣＨ送信のためにアンテナ
ポート７とアンテナポート８とに同じプリコーディングが適用されると仮定し得る。ＵＥ
は、さらに、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットがＵＥのためのｅＰＤＣＣＨ復号のために
利用可能である場合、アンテナポート９および１０にも同じプリコーディングが適用され
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ると仮定し得る。
【００６３】
　別の例では、ＵＥは、アンテナポート７に関連するダウンリンクスケジューリングのた
めのｅＰＤＣＣＨとアンテナポート９に関連するアップリンクスケジューリングのための
ｅＰＤＣＣＨとを受信し得る。ＵＥは、２つのｅＰＤＣＣＨ送信のためにアンテナポート
７とアンテナポート９とに同じプリコーディングが適用されると仮定し得る。同じＰＲＧ
の１つまたは複数の同じＰＲＢペア中の２つ以上のｅＰＤＣＣＨ送信がＵＥに送信された
か否かを判断するために、ＵＥは、並列方法または直列方法でｅＰＤＣＣＨ復号を実行し
得る。並列復号では、ＵＥは、同じプリコーディングが２つ以上のアンテナポートに適用
されるような２つ以上のｅＰＤＣＣＨ送信が存在すると仮定し、２つ以上のｅＰＤＣＣＨ
送信について同時に復号を実行し得る。直列復号では、ＵＥは、最初に１つのアンテナポ
ートに関してｅＰＤＣＣＨ復号を実行し得、少なくとも１つの成功したｅＰＤＣＣＨ復号
の後に、ＵＥは、さらに、対応するアンテナポートの同じプリコーディングを仮定して、
同じＰＲＧの１つまたは複数の同じＰＲＢペア内の追加のｅＰＤＣＣＨ復号を実行し得る
。ｅＰＤＣＣＨ復号を可能にするために、ｅＮＢは、同じＵＥのための２つ以上のｅＰＤ
ＣＣＨ送信が、同じＰＲＧの１つまたは複数の同じＰＲＢペア中にあることを保証し得る
。
【００６４】
　同じＵＥのための２つ以上のｅＰＤＣＣＨ送信に関連するアンテナポートの可能な組合
せは制限され得る。たとえば、ＵＥは、同じＰＲＧの１つまたは複数の同じＰＲＢペアに
おいて、アンテナポートの１つの組合せ、たとえば、｛７，９｝のみが、同じＵＥのため
の２つのｅＰＤＣＣＨ送信のために使用され得ると仮定し得る。
【００６５】
　一構成では、ＲＢ中の４つのポートが必要である場合、ｅＮＢは、（１２個のＵＥ－Ｒ
Ｓ　ＲＥの第１のセットにマッピングされる）アンテナポート７、８、１１、および１３
を使用するように構成され得、したがって、ターゲットＵＥは、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１
のセットと第２のセットの両方について同じプリコーディングを仮定し得る。代替として
、ｅＮＢは、（１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第２のセットにマッピングされる）アンテナ
ポート９、１０、１２、および１４を使用するように構成され得、したがって、ターゲッ
トＵＥは、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥの第１のセットと第２のセットの両方について同じプリコー
ディングを仮定し得る。
【００６６】
　３つの設計代替形態は、必ずしも互いに排他的であるとは限らない。すなわち、追加の
例示的な方法は、第１、第２、および第３の例示的な方法のうちの少なくとも２つを組み
合わせ得る。たとえば、２４個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥが２つのＲＢの各々中に存在し、１２
個のＲＥの各セットが同じプリコーダを有する場合、同じＰＲＧ中の２つのＲＢを用いた
ＰＤＳＣＨのランク１送信またはランク２送信のための第２の例示的な方法と第３の例示
的な方法との組合せが使用され得る。
【００６７】
　図８に、リソースブロックのセット内の基準信号構成の図であって、ＣＳＩ－ＲＳベー
スの時間追跡のための例示的な方法について説明するための図８００、図８０２、および
図８０４を示す。リソースブロックのセットは、ポート１、２、３、および４についての
共通またはセル固有基準信号（ＣＲＳ）と、復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）と、チャネル状
態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とを含み得る。図８００は２ＣＳＩ－ＲＳのための構成
を示し、図８０２は４ＣＳＩ－ＲＳのための構成を示し、図８０４は８ＣＳＩ－ＲＳのた
めの構成を示す。物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）およびＰＤＳＣＨも示さ
れている。ＣＳＩ－ＲＳの場合、ＣＳＩ－ＲＳポート当たり１つのＲＥがあり、ＣＳＩ－
ＲＳリソースのセット当たり最高８つのＣＳＩ－ＲＳポートがある。現在、ＣＳＩ－ＲＳ
は、５ｍｓの最小周期を有する（多くて、５ｍｓごとに１回存在する）。通信システム（
たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１）では、ターゲットＵＥはＣＳＩ－ＲＳリソースの２つ
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以上のセットで構成され得る。たとえば、ターゲットＵＥがＣＳＩ－ＲＳリソースの２つ
のセットで構成され、各セットが８つのＣＳＩ－ＲＳポートを含む場合、ターゲットＵＥ
は１６個のＣＳＩ－ＲＳポートで構成され得る。
【００６８】
　第４の例示的な方法によれば、ターゲットＵＥは、より少ない数の必要とされるＣＳＩ
－ＲＳポート（たとえば、４つ）がある場合でも、ターゲットＵＥが８つのＣＳＩ－ＲＳ
ポートで構成されると仮定し得る。ＣＳＩ－ＲＳがプリコーディングされる場合、同じプ
リコーディングが、追加として仮定されたＣＳＩ－ＲＳポートに適用され得る。さらに、
ｅＮＢは、２つ以上のＣＳＩ－ＲＳリソースセットの近接度をブロードキャストし得る。
一般に、ターゲットＵＥのためのＣＳＩ－ＲＳリソースの２つ以上の構成されたセットは
、物理的にコロケートされないことがある、（たとえば、ＣｏＭＰにおける）異なるセル
に属し得る。しかしながら、２つ以上のセルが、それらのセルが（伝搬遅延、リピータ遅
延などを含めて）ターゲットＵＥ受信においてほぼ同じダウンリンクタイミングを有する
ような、ターゲットＵＥまでのほぼ同じ距離を有する場合、ターゲットＵＥは、改善され
た時間追跡のために２つ以上のＣＳＩ－ＲＳセットを安全に組み合わせることができる。
そうでない場合、それらのセルは、ターゲットＵＥ受信において異なるダウンリンクタイ
ミングを有し得るので、ターゲットＵＥは、時間追跡のために２つ以上のＣＳＩ－ＲＳセ
ットを組み合わせないことがある。２つ以上のＣＳＩ－ＲＳセットの近接度をターゲット
ＵＥに通知することによって、ターゲットＵＥは時間追跡のために適切なアクションをと
ることができる。
【００６９】
　仮定された追加のＣＳＩ－ＲＳは狭帯域であり得る。したがって、ターゲットＵＥは、
追加のＣＳＩ－ＲＳが、ＣＳＩ－ＲＳを搬送するサブフレームのサブセット中にのみ存在
すると仮定し得る。したがって、ＣＳＩフィードバックのための広帯域ＣＳＩ－ＲＳの１
つのセットと、時間追跡のための（割り当てられたＰＤＳＣＨ帯域幅のみに局所化された
）狭帯域ＣＳＩ－ＲＳの異なるセットとがあり得る。レガシーＵＥとの後方互換性のため
に、ｅＮＢは、レガシーＵＥのためにＣＳＩ－ＲＳの第２のセットをミュートされたＲＥ
としてブロードキャストする必要があり得る。例示的な方法はまた、ＰＤＳＣＨ／ｅＰＤ
ＣＣＨのためのチャネル推定または他の機能に適用され得る。手法に基づくＵＥ－ＲＳと
ＣＳＩ－ＲＳとの組合せも可能である。
【００７０】
　図９は、例示的な方法を示すための図９００である。第１の構成では、ｅＮＢ９０２は
、ダウンリンク割当て９０９においてＵＥ９０４に割り振られ得るＲＢの数をＮよりも大
きいかまたはそれに等しくなるように制限し、ただし、Ｎ＞１（たとえば、Ｎ＝２）であ
る。ｅＮＢ９０２は、ダウンリンク割当て９０９に対応するダウンリンク送信９１０をＵ
Ｅ９０４に送信する。ｅＮＢ９０２は、ダウンリンク送信９１０のための変調次数を判断
し、判断された変調次数に基づいて、ＵＥ９０４に割り振られ得るＲＢの数を制限すべき
かどうかを判断し得る。ｅＮＢ９０２は、変調次数がしきい値よりも大きいときのみ、ダ
ウンリンク割当て９０９においてＵＥ９０４に割り振られ得るＲＢの数を２よりも大きい
かまたはそれに等しくなるように制限することによって、判断された変調次数に基づいて
ＲＢの数を制限し得る（たとえば、１ＲＢ＋ＱＰＳＫは許可されるが、１ＲＢ＋１６ＱＡ
Ｍは許可されない）。ダウンリンク送信９１０内の複数のＲＢ中のＵＥ－ＲＳおよび／ま
たはＣＳＩ－ＲＳに基づいて、ＵＥ９０４は時間追跡９１２を実行する。
【００７１】
　第２の構成では、ＵＥ９０４は、ｅＮＢ９０２から送信９１０中の複数のＲＢを受信す
る。複数のＲＢはＰＲＧを含む。ＵＥ９０４は、ＰＲＧ中のＲＢの送信のための仮定され
た同じプリコーディングに基づいてＵＥ－ＲＳを復号する。ＵＥ９０４は、ＰＲＧ中の復
号されたＵＥ－ＲＳに基づいて時間追跡９１２を実行する。ＵＥ９０４は、ｅＮＢ９０２
から、ＣｏＭＰ送信をサポートする送信モード（たとえば、送信モード９）を使用して送
信９１０を受信するための構成を受信し得る。
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【００７２】
　第３の構成では、ＵＥ９０４は送信９１０中の少なくとも１つのＲＢを受信する。少な
くとも１つのＲＢの各々はＵＥ－ＲＳの第１のセット（たとえば、１２個のＵＥ－ＲＳ　
ＲＥを含むＵＥ－ＲＳ７０２）を含む。ＵＥ９０４は、少なくとも１つのＲＢのＲＢがＵ
Ｅ－ＲＳの第２のセット（たとえば、１２個のＵＥ－ＲＳ　ＲＥを含むＵＥ－ＲＳ７０４
）を含むかどうかを判断する。ＵＥ９０４は、ＵＥ－ＲＳの第１のセットに基づいて、お
よびＲＢがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むと判断されたとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセッ
トに基づいて、時間追跡９１２を実行する。ＵＥ９０４は、少なくとも１つのＲＢがその
ＲＢだけを含むときのみ、少なくとも１つのＲＢのＲＢがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含
むかどうかを判断し得る。すなわち、ＵＥ９０４は、しきい値数のＲＢ（たとえば、２つ
のＲＢ）よりも少ないＲＢが受信されたときのみ、ＵＥ－ＲＳの第２のセットがダウンリ
ンク送信中に含まれるかどうかを（たとえば、ブラインド検出または明示的シグナリング
を通して）判断し得る。送信９１０はランク１送信またはランク２送信であり得る。ＵＥ
－ＲＳの第１のセットはＵＥ９０４用であり得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは別のＵＥ（
たとえば、ＵＥ９０８）用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもないことがある。ＵＥ
－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとは異なるプリコーディングを有し得
、したがって、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは、ＵＥ９０８など、別のＵＥ用であり得る。
もちろん、ｅＮＢは、ＵＥ－ＲＳの第２のセットが他のいかなるＵＥ用でもなくても、Ｕ
Ｅ－ＲＳの第１のセットのために使用されたのとは異なるプリコーディングを用いてＵＥ
－ＲＳの第２のセットを送信し得る。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセ
ットとは同じプリコーディングを有し得る。ＵＥ９０４は、ブラインド検出を実行するこ
とによって、少なくとも１つのＲＢのＲＢがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むかどうかを
判断し得る。ＵＥ９０４は、ｅＮＢ９０２から、ＲＢがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含む
かどうかを示す情報を受信することによって、少なくとも１つのＲＢのＲＢがＵＥ－ＲＳ
の第２のセットを含むかどうかを判断し得る。
【００７３】
　第４の構成では、ｅＮＢ９０２は、ランク１送信またはランク２送信のうちの１つを受
信するようにＵＥ９０４を構成する。ｅＮＢ９０２はＵＥ９０４にＲＢを送信する。ＲＢ
はＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとを含む。ＵＥ－ＲＳの第１の
セットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの一方はＵＥ９０４用である。ＵＥ－ＲＳの
第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの他方は、別のＵＥ（たとえば、ＵＥ
９０８）用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない。ＵＥ－ＲＳの第１のセットは１
２個のＵＥ－ＲＳを含み得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは１２個のＵＥ－ＲＳを含み得、
ＵＥ－ＲＳは合計２４個になる。ｅＮＢ９０２はＲＢのセットとともにＲＢを送信し得、
ｅＮＢ９０２は、ＲＢのセット中のＲＢの数がしきい値数（たとえば、２）よりも少ない
とき、少なくとも１つのＵＥ－ＲＳをもつＵＥ－ＲＳの第２のセットを送信し得る。ｅＮ
Ｂ９０２は、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのために同じプリ
コーディングを使用し得る。ｅＮＢ９０２は、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの
第２のセットとのために異なるプリコーディングを使用し得、したがって、ＵＥ－ＲＳの
第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの他方は、ＵＥ９０８など、別のＵＥ
用である。ｅＮＢ９０２は、４つのアンテナポートを用いてＲＢを送信することと、アン
テナポート７、８、１１、および１３を含むように４つのアンテナポートを選択すること
とを判断し得る。アンテナポート７、８、１１、および１３は、ＵＥ－ＲＳの第１のセッ
トへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え得る。ＵＥ－ＲＳの第１のセットはＵＥ９０４用で
あり得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは他のいかなるＵＥ用でもないことがあり、ｅＮＢ９
０２は、ＵＥ９０４がＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットの両方に基
づいて時間追跡を実行することを可能にするために、ＵＥ－ＲＳの第２のセットをＲＢ中
に含め得る。ｅＮＢ９０２は、４つのアンテナポートを用いてＲＢを送信することと、ア
ンテナポート９、１０、１２、および１４を含むように４つのアンテナポートを選択する
こととを判断し得る。アンテナポート９、１０、１２、および１４は、ＵＥ－ＲＳの第２
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のセットへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え得る。ＵＥ－ＲＳの第２のセットはＵＥ９０
４用であり得、ＵＥ－ＲＳの第１のセットは他のいかなるＵＥ用でもないことがあり、ｅ
ＮＢ９０２は、ＵＥ９０４がＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットの両
方に基づいて時間追跡を実行することを可能にするために、ＵＥ－ＲＳの第１のセットを
ＲＢ中に含め得る。
【００７４】
　第５の構成では、ＵＥ９０４は、少なくとも１つのＲＢの各ＲＢ中に第１の数のＣＳＩ
－ＲＳポート（たとえば、４つのＣＳＩ－ＲＳポート）がある、少なくとも１つのＲＢを
受信するための構成を受信する。ＵＥ９０４は、送信９１０中の少なくとも１つのＲＢを
受信する。ＵＥ９０４は、少なくとも１つのＲＢのＲＢが、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポー
トよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポート（たとえば、８つのＣＳＩ－ＲＳポート）を
含むと仮定する。ＵＥ９０４は、仮定した第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応するＲＥ
中の信号に基づいて時間追跡９１２を実行する。ＵＥ９０４は、少なくとも１つのＲＢが
しきい値数（たとえば、８つ）のＲＢよりも少ないＲＢを含み、ＣＳＩ－ＲＳポートの第
１の数がＣＳＩ－ＲＳポートのしきい値数よりも少ないとき、ＲＢが第２の数のＣＳＩ－
ＲＳポートを含むと仮定し得る。第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートは、少なくとも、ｅＮＢ
９０２によって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットと、第２のｅＮＢ９０６に
よって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとを含み得る。ＵＥ９０４は、ｅＮ
Ｂ９０２から、ｅＮＢ９０２およびｅＮＢ９０６の各々からの距離、ｅＮＢ９０２および
ｅＮＢ９０６の各々からの伝搬時間、ｅＮＢ９０２からの距離とｅＮＢ９０６からの距離
との間の関係、またはｅＮＢ９０２からの伝搬時間とｅＮＢ９０６からの伝搬時間との間
の関係のうちの１つを示す近接情報を受信し得る。ＵＥ９０４は、受信した近接情報に基
づいて時間追跡９１２を実行し得る。
【００７５】
　第６の構成では、ｅＮＢ９０２は、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを受信するようにＵ
Ｅ９０４を構成する。ｅＮＢ９０２は、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２の
数のＣＳＩ－ＲＳポートを含むＲＢをＵＥ９０４に送信する。第２の数のＣＳＩ－ＲＳポ
ートは、ＵＥ９０４による改善された時間追跡を可能にする。第１の数のＣＳＩ－ＲＳポ
ートはＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットに対応し得、第２の数のＣＳＩ－ＲＳポート中
の追加のＣＳＩ－ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットに対応し得、送信され
たＲＢ中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとに
同じプリコーディングが適用され得る。ｅＮＢ９０２はＵＥ９０４に近接情報を送信し得
る。近接情報は、ＵＥ９０４とｅＮＢ９０２との間の距離およびＵＥ９０４と第２のｅＮ
Ｂ９０６との間の距離、ｅＮＢ９０２からＵＥ９０４への伝搬時間および第２のｅＮＢ９
０６からＵＥ９０４への伝搬時間、ｅＮＢ９０２からの距離と第２のｅＮＢ９０６からの
距離との間の関係、またはｅＮＢ９０２からの伝搬時間と第２のｅＮＢ９０６からの伝搬
時間との間の関係のうちの１つを含み得る。第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートは第１の構成
に対応し得、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートと比較した第２の数のＣＳＩ－ＲＳポート中
の追加のＣＳＩ－ＲＳポートは第２の構成に対応し得、ｅＮＢ９０２は、第１の構成のみ
に対応するＣＳＩ－ＲＳポートを含む第２のＲＢを送信し得る。
【００７６】
　第７の構成では、ＵＥ９０４は、少なくとも１つのＲＢ中のＵＥ－ＲＳとＣＳＩ－ＲＳ
とを受信し、受信したＵＥ－ＲＳとＣＳＩ－ＲＳとに基づいて時間追跡９１２を実行する
。
【００７７】
ＵＥ－ＲＳベースのタイミング推定
　多地点協調（ＣｏＭＰ）Ｔｘ／Ｒｘでは、制御とデータとが異なるセルから来ることが
ある。したがって、制御送信とデータ送信との間にタイミング差があり得る。時間追跡を
実行するためにＣＲＳが使用される場合、制御チャネルが追跡され得、正確なタイミング
を有し得る。しかしながら、データチャネルのタイミングは不整合になり得る。したがっ
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【００７８】
　一態様では、時間追跡を改善するためにＵＥ－ＲＳが使用され得る。ＵＥ－ＲＳはデー
タにバインドされるので、ＵＥ－ＲＳ信号は、データチャネルについてのタイミングを測
定するために使用され得る。ＵＥ－ＲＳに基づく時間追跡は、アンテナポート７を介した
送信とアンテナポート８を介した送信とが異なるタイミングを有するときに適用され得る
。
【００７９】
　原則として、時間領域におけるチャネルのタイミング誤差Δｔは、周波数領域における
位相ランピング（phase ramping）に対応する。チャネルｈは以下の式によって定義され
得る。
【数３】

【００８０】
上式で、ｈ0は元のチャネルであり、ｋはリソースブロック（ＲＢ）インデックスであり
、ｍはシンボルインデックスであり、ｎはトーンインデックスであり、ｎ0は加法性白色
ガウス雑音（ＡＷＧＮ：additive white Gaussian noise）成分である。
【００８１】
　図１０は、サブフレーム中のアンテナポート７および８を介して受信されたＵＥ－ＲＳ
信号の位置を示す図１０００である。元のＵＥ－ＲＳ信号はｘとして定義され得、ｘは、
１つのリソース上に多重化されたアンテナポート７送信とアンテナポート８送信とを有す
る多重化された信号である。アンテナポート７送信とアンテナポート８送信とは同じまた
は異なる位相ランピングを有し得る。リソースペア（たとえば、同じトーンを有する、同
じＲＢ内の隣接ＯＦＤＭシンボルのリソースのペア）について、各リソースは、以下の式
によって定義される、多重化されたアンテナポート７送信とアンテナポート８送信とを有
する元のＵＥ－ＲＳ信号ｘを受信し得る。

【数４】

【数５】

【００８２】
上式で、ｘ1は、リソースペアの第１のリソース中で受信された元のＵＥ－ＲＳ信号であ
り、ｘ2は、リソースペアの第２のリソース中で受信された元のＵＥ－ＲＳ信号であり、
ｋはリソースブロック（ＲＢ）インデックスであり、ｍはシンボルインデックスであり、
ｎはトーンインデックスであり、ｈ＿Ｐ７はアンテナポート７送信であり、ｈ＿Ｐ８はア
ンテナポート８送信である。
【００８３】
　元のＵＥ－ＲＳ信号ｘが受信された後、ｘは多重化解除または逆拡散され得る。ｙは、
逆拡散の後の受信したＵＥ－ＲＳ信号として定義され得る。上記の式（２）および式（３
）に関して、リソースペアについて、各リソース中のｙの値は以下の式によって判断され
る。
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【数６】

【数７】

【００８４】
上式で、ｙ1は、リソースペアの第１のリソース中の逆拡散されたＵＥ－ＲＳ信号の値で
あり、ｙ2は、リソースペアの第２のリソース中の逆拡散されたＵＥ－ＲＳ信号の値であ
る。たとえば、図１０では、リソース１００２および１００８のペアについて、ｙ1は、
リソース１００２中の逆拡散されたＵＥ－ＲＳ信号の値であり、ｙ2は、リソース１００
８中の逆拡散されたＵＥ－ＲＳ信号の値である。
【００８５】
　図１０を参照すると、元のＵＥ－ＲＳ信号が逆拡散された後、各ＲＢ中の合計６つのｙ
値（すなわち、６つの逆拡散されたＵＥ－ＲＳ信号値）が判断され得る。たとえば、ＲＢ
１では、ｙ値は、ＯＦＤＭシンボル５中のリソース１００２、１００４、および１００６
において判断され、またＯＦＤＭシンボル６中のリソース１００８、１０１０、および１
０１２において判断され得る。ＲＢ２では、ｙ値は、ＯＦＤＭシンボル５中のリソース１
０１４、１０１６、および１０１８において判断され、またＯＦＤＭシンボル６中のリソ
ース１０２０、１０２２、および１０２４において判断され得る。したがって、ＲＢ１と
ＲＢ２とを備えるサブフレームは合計１２個のｙ値を有し得る。
【００８６】
　さらに、逆拡散されたＵＥ－ＲＳ信号値は特定のアンテナポートのチャネル推定のため
に使用され得る。たとえば、図１０を参照すると、ＲＢ１のＯＦＤＭシンボル５中のリソ
ース１００２、１００４、および１００６におけるＵＥ－ＲＳ信号値と、ＲＢ２のＯＦＤ
Ｍシンボル５中のリソース１０１４、１０１６、および１０１８におけるＵＥ－ＲＳ信号
値とは、アンテナポート７についてのチャネル推定のために使用され得る。また、ＲＢ１
のＯＦＤＭシンボル６中のリソース１００８、１０１０、および１０１２におけるＵＥ－
ＲＳ信号値と、ＲＢ２のＯＦＤＭシンボル６中のリソース１０２０、１０２２、および１
０２４におけるＵＥ－ＲＳ信号値とは、アンテナポート８についてのチャネル推定のため
に使用され得る。
【００８７】
　図１０では、ＯＦＤＭシンボル内で、各ＵＥ－ＲＳ信号は、最も近い隣接ＵＥ－ＲＳ信
号から５トーンの距離だけ分離されることに留意されたい。一態様では、（位相ランピン
グなしの）元のチャネルｈ0は、ＯＦＤＭシンボル中の２つの隣接ＵＥ－ＲＳ信号値にわ
たって一定（７５ｋＨｚコヒーレント帯域幅）のままであると仮定される。したがって、
ｈ0（ｋ，ｍ，ｎ）≒ｈ0（ｋ，ｍ，ｎ＋５）であり、ただし、ｋはリソースブロック（Ｒ
Ｂ）インデックスであり、ｍはシンボルインデックスであり、ｎはトーンインデックスで
ある。
【００８８】
　その上、各ＯＦＤＭシンボル中に、等しいと仮定される３つのＵＥ－ＲＳ信号値があり
、３つのＵＥ－ＲＳ信号値は２つのペアに対応する。たとえば、図１０では、ＲＢ１のＯ
ＦＤＭシンボル５中のリソース１００２、１００４、および１００６におけるＵＥ－ＲＳ
信号値は等しいと仮定され、２つのペアに対応する。第１のペアは、リソース１００２に
おける第１のＵＥ－ＲＳ信号値とリソース１００４における第２のＵＥ－ＲＳ信号値とを
含み得る。第２のペアは、リソース１００４における第２のＵＥ－ＲＳ信号値とリソース
１００６における第３のＵＥ－ＲＳ信号値とを含み得る。同様のペアリング構成が、ＲＢ
１のＯＦＤＭシンボル６ならびにＲＢ２のＯＦＤＭシンボル５および６中のＵＥ－ＲＳ信
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号値に適用される。
【００８９】
　各ペア中の元のチャネルｈ0が一定であると仮定され、また第１のペアの第１のＵＥ－
ＲＳ信号値と第２のＵＥ－ＲＳ信号値との間にタイミング誤差がない場合、チャネルは同
じである。さらに、第２のペアの第２のＵＥ－ＲＳ信号値と第３のＵＥ－ＲＳ信号値との
間にタイミング誤差がない場合、チャネルは同じである。したがって、以下の式によって
定義される、ＯＦＤＭシンボル中のｙ値間の関係が引き出され得る。
【数８】

【００９０】
上式で、ｋはリソースブロック（ＲＢ）インデックスであり、ｍはシンボルインデックス
であり、ｎはトーンインデックスであり、ξは雑音成分である。式（６）は、タイミング
推定を実行するために使用され得る。たとえば、式（６）から、ｙから周波数ランピング
期間を推定する（たとえば、サンプルを構成する）ために最大比コンバイナ（ＭＲＣ：ma
ximum ratio combiner）が使用され得る。
【００９１】
　一構成では、ＵＥ９０４は、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信し、少
なくとも１つのリソースブロックの各々は、第１のアンテナポートに関連するＵＥ基準信
号（ＵＥ－ＲＳ）の第１のグループを備える。ＵＥ９０４は、次いで、少なくとも１つの
リソースブロックが１つまたは複数の他のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２の
グループを備えるかどうかを判断し、ＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づいて、および少
なくとも１つのリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のグループを備えると判断されたと
き、ＵＥ－ＲＳの第２のグループにさらに基づいて、受信した少なくとも１つのリソース
ブロックを処理する。送信は、制御チャネル送信、データチャネル送信、またはそれらの
組合せに関連し得る。
【００９２】
　ＵＥ９０４は、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する
ためにいくつかのサンプルを構成することによって、受信した少なくとも１つのリソース
ブロックを処理し得る。ＵＥ－ＲＳの第１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとは
、同じ周波数時間リソースを共有するコード領域において多重化され得る。その上、ＵＥ
－ＲＳの第１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとは直交周波数時間リソース中で
送信され得る。また、ＵＥ－ＲＳの第１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとに同
じプリコーディングが適用され得る。
【００９３】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink control information）がランク２送信また
はランク２よりも大きい送信をシグナリングする場合、第１のアンテナポートからの送信
と１つまたは複数のアンテナポートからの送信とは、同じ発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から
来ており、したがって、共通の位相ランピングを有する。したがって、ＵＥ９０４は、少
なくとも１つのリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のグループを備えると判断し、少な
くとも１つのリソースブロックの各々について、第１のアンテナポートに関連するＵＥ－
ＲＳの第１のグループに基づくサンプルと、１つまたは複数の他のアンテナポートに関連
するＵＥ－ＲＳの第２のグループに基づくサンプルとを構成する。その後、ＵＥ９０４は
、ＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づいて、およびＵＥ－ＲＳの第２のグループに基づい
て、合成サンプルを処理することによって、受信した少なくとも１つのリソースブロック
を処理する。
【００９４】
　ＤＣＩがランク１送信をシグナリングする場合、ＵＥ９０４は、送信がシングルユーザ
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送信であるのかマルチユーザ送信であるのかを判断する。ＵＥ９０４は、シングルユーザ
送信とマルチユーザ送信とを区別するためにシングルユーザ／マルチユーザ検出器を利用
し得る。場合によっては、ＵＥ９０４は、シングルユーザ送信またはマルチユーザ送信の
いずれかを示す、ｅＮＢから受信したビットに従って、送信がシングルユーザ送信である
ことまたはマルチユーザ送信であることを判断し得る。
【００９５】
　ＵＥ９０４が、送信がシングルユーザ送信であると判断したとき、ＵＥ９０４は、少な
くとも１つのリソースブロックが、第２のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２の
グループを備えないと判断する。したがって、ＵＥ９０４は、少なくとも１つのリソース
ブロックの各々について、第１のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第１のグループ
に基づいてサンプルを構成する。その後、ＵＥ９０４は、第１のアンテナポートに関連す
るＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づいて、構成されたサンプルを処理することによって
、受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理する。
【００９６】
　ＵＥ９０４が、送信がマルチユーザ送信であると判断したとき、ＵＥ９０４は、少なく
とも１つのリソースブロックが、第２のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２のグ
ループを備えると判断する。ここで、第１のアンテナポートを介して受信された送信と第
２のアンテナポートを介して受信された送信とは、異なるｅＮＢから来ていることがあり
、したがって異なる位相ランピングを有し得る。したがって、それらの送信は合成され得
ないので、第１のアンテナポートに関連する送信と第２のアンテナポートに関連する送信
とは別々に推定されるべきである。したがって、ＵＥ９０４は、さらに、ＵＥ－ＲＳの第
１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとが、同じｅＮＢから受信されたのか異なる
ｅＮＢから受信されたのかを判断する。ＵＥ９０４は、ＵＥ－ＲＳの第１のグループとＵ
Ｅ－ＲＳの第２のグループとが、同じｅＮＢから受信されたのか異なるｅＮＢから受信さ
れたのかを判断するために、シングルユーザ／マルチユーザ検出器を利用し得る。
【００９７】
　ＵＥ－ＲＳの第１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとが同じｅＮＢから受信さ
れたとき、ＵＥ９０４は、少なくとも１つのリソースブロックの各々について、第１のア
ンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づくサンプルと、第２のアンテ
ナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２のグループに基づくサンプルとを構成する。その後
、ＵＥ９０４は、ＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づいて、およびＵＥ－ＲＳの第２のグ
ループに基づいて、合成サンプルを処理することによって、受信した少なくとも１つのリ
ソースブロックを処理する。
【００９８】
　ＵＥ－ＲＳの第１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとが異なるｅＮＢから受信
されたとき、ＵＥ９０４は、少なくとも１つのリソースブロックの各々について、第１の
アンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第１のグループに基づいてサンプルを構成する。
その後、ＵＥ９０４は、第１のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第１のグループに
基づいて、構成されたサンプルを処理することによって、受信した少なくとも１つのリソ
ースブロックを処理する。
【００９９】
　代替として、ＵＥ－ＲＳの第１のグループとＵＥ－ＲＳの第２のグループとが異なるｅ
ＮＢから受信されたとき、ＵＥ９０４は、少なくとも１つのリソースブロックの各々につ
いて、第２のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２のグループに基づいてサンプル
を構成する。その後、ＵＥ９０４は、第２のアンテナポートに関連するＵＥ－ＲＳの第２
のグループに基づいて、構成されたサンプルを処理することによって、受信した少なくと
も１つのリソースブロックを処理する。
【０１００】
　図１１は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１１００である。本方法はｅＮＢに
よって実行され得る。ステップ１１０２において、ｅＮＢはダウンリンク送信のための変
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調次数を判断する。
【０１０１】
　ステップ１１０４において、ｅＮＢは、ダウンリンク割当てにおいてユーザ機器（ＵＥ
）に割り振られ得るリソースブロックの数をＮよりも大きいかまたはそれに等しくなるよ
うに制限し、ただし、Ｎは１よりも大きい。制限は、判断された変調次数に基づき得る。
たとえば、ｅＮＢは、変調次数がしきい値よりも大きいときのみ、ダウンリンク割当てに
おいてＵＥに割り振られ得るリソースブロックの数を２よりも大きいかまたはそれに等し
くなるように制限し得る。
【０１０２】
　ステップ１１０６において、ｅＮＢは、ダウンリンク割当てに対応するダウンリンク送
信をＵＥに送信する。
【０１０３】
　図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１２００である。本方法はＵＥによ
って実行され得る。ステップ１２０２において、ＵＥは、多地点協調（ＣｏＭＰ：cooper
ative multipoint）送信をサポートする送信モードを使用して送信を受信するための構成
を受信する。
【０１０４】
　ステップ１２０４において、ＵＥは、送信中の複数のリソースブロックを受信する。複
数のリソースブロックはプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）を含み得
る。
【０１０５】
　ステップ１２０６において、ＵＥは、ＰＲＧ中のリソースブロックの送信のための仮定
された同じプリコーディングに基づいてユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）を復号す
る。その後、ステップ１２０８において、ＵＥは、ＰＲＧ中の復号されたＵＥ－ＲＳに基
づいて時間追跡を実行する。
【０１０６】
　図１３は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１３００である。本方法はＵＥによ
って実行され得る。ステップ１３０２において、ＵＥは、送信中の少なくとも１つのリソ
ースブロックを受信する。送信はランク１送信またはランク２送信であり得る。少なくと
も１つのリソースブロックの各々はユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の第１のセッ
トを含み得る。
【０１０７】
　ステップ１３０４において、ＵＥは、少なくとも１つのリソースブロックのリソースブ
ロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むかどうかを判断する。一態様では、少なくとも
１つのリソースブロックのリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むかどうか
の判断は、少なくとも１つのリソースブロックがそのリソースブロックだけを備えるとき
のみ実行される。別の態様では、判断は、リソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセット
を含むかどうかを判断するためにブラインド検出を実行することを含む。さらなる態様で
は、判断は、ｅＮＢから、リソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むかどうか
を示す情報を受信することを含む。
【０１０８】
　ステップ１３０６において、ＵＥは、ＵＥ－ＲＳの第１のセットに基づいて、およびリ
ソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを備えると判断されたとき、ＵＥ－ＲＳの第
２のセットに基づいて、時間追跡を実行する。
【０１０９】
　一態様では、送信はＵＥ用であり得、ＵＥ－ＲＳの第１のセットはＵＥ用であり得、Ｕ
Ｅ－ＲＳの第２のセットは別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもないことが
ある。したがって、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとは異なるプ
リコーディングを有し得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２
のセットとは同じプリコーディングを有し得る。
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【０１１０】
　図１４は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１４００である。本方法はｅＮＢに
よって実行され得る。ステップ１４０２において、ｅＮＢは、ランク１送信またはランク
２送信のうちの１つを受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成する。
【０１１１】
　ステップ１４０４において、ｅＮＢは、４つのアンテナポートを用いてリソースブロッ
クを送信することを判断する。ステップ１４０６において、ｅＮＢは４つのアンテナポー
トを選択する。選択された４つのアンテナポートは、アンテナポート７、８、１１、およ
び１３であり得る。代替として、選択された４つのアンテナポートは、アンテナポート９
、１０、１２、および１４であり得る。
【０１１２】
　ステップ１４０８において、ｅＮＢはＵＥにリソースブロックを送信する。リソースブ
ロックは、ユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２の
セットとを含み得る。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの
一方はＵＥ用であり得る。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのう
ちの他方は、別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもないことがある。
【０１１３】
　ＵＥ－ＲＳの第１のセットは１２個のＵＥ－ＲＳを含み得、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
は１２個のＵＥ－ＲＳを含み得、ＵＥ－ＲＳは合計２４個になる。リソースブロックは、
リソースブロックのセットとともに送信され得る。その上、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは
、リソースブロックのセット中のリソースブロックの数がしきい値数よりも少ないとき、
少なくとも１つのＵＥ－ＲＳを含み得る。
【０１１４】
　一態様では、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのために同じプ
リコーディングが使用され得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの
第２のセットとのために異なるプリコーディングが使用され得、ＵＥ－ＲＳの第１のセッ
トとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの他方は他のＵＥ用である。
【０１１５】
　さらなる態様では、アンテナポート７、８、１１、および１３は、ＵＥ－ＲＳの第１の
セットへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え、ＵＥ－ＲＳの第１のセットはＵＥ用であり、
ＵＥ－ＲＳの第２のセットは他のいかなるＵＥ用でもない。したがって、ｅＮＢは、ＵＥ
がＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットの両方に基づいて時間追跡を実
行することを可能にするために、リソースブロック中にＵＥ－ＲＳの第２のセットを含め
得る。
【０１１６】
　別の態様では、アンテナポート９、１０、１２、および１４は、ＵＥ－ＲＳの第２のセ
ットへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え、ＵＥ－ＲＳの第２のセットはＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの第１のセットは他のいかなるＵＥ用でもない。したがって、ｅＮＢは、ＵＥが
ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットの両方に基づいて時間追跡を実行
することを可能にするために、リソースブロック中にＵＥ－ＲＳの第１のセットを含め得
る。
【０１１７】
　図１５は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１５００である。本方法はＵＥによ
って実行され得る。ステップ１５０２において、ＵＥは、少なくとも１つのリソースブロ
ックの各リソースブロック中に第１の数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートがある、少なくとも１つのリソースブロックを受信するための構成を受信する。ステ
ップ１５０４において、ＵＥは、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信する
。
【０１１８】
　ステップ１５０６において、ＵＥは、少なくとも１つのリソースブロックのリソースブ
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ロックが、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートを含
むと仮定する。ＵＥは、少なくとも１つのリソースブロックがしきい値数よりも少ないリ
ソースブロックを備え、ＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数がＣＳＩ－ＲＳポートのしきい値
数よりも少ないとき、リソースブロックが第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートを備えると仮定
する。
【０１１９】
　ステップ１５０８において、ＵＥは、第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートが、少なくとも、
第１のｅＮＢによって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットと、第２のｅＮＢに
よって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとを備えるかどうかを判断する。否
定の結果に基づいて、ＵＥは、仮定された第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応するリソ
ース要素中の信号に基づいて時間追跡を実行するために、ステップ１５１２に進む。
【０１２０】
　ステップ１５１０において、ステップ１５０８における肯定の結果に基づいて、ＵＥは
サービングｅＮＢから近接情報を受信する。近接情報は、第１のｅＮＢおよび第２のｅＮ
Ｂの各々からの距離、第１のｅＮＢおよび第２のｅＮＢの各々からの伝搬時間、第１のｅ
ＮＢからの距離と第２のｅＮＢからの距離との間の関係、または第１のｅＮＢからの伝搬
時間と第２のｅＮＢからの伝搬時間との間の関係のうちの１つを示し得る。その後、ステ
ップ１５１２において、ＵＥは、受信した近接情報にさらに基づいて時間追跡を実行する
。
【０１２１】
　図１６は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１６００である。本方法はｅＮＢに
よって実行され得る。ステップ１６０２において、ｅＮＢは、第１の数のチャネル状態情
報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成する。
【０１２２】
　ステップ１６０４において、ｅＮＢは、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２
の数のＣＳＩ－ＲＳポートを備えるリソースブロックをＵＥに送信する。第２の数のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートは、ＵＥによる改善された時間追跡を可能にする。一態様では、第１の数
のＣＳＩ－ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットに対応し、第２の数のＣＳＩ
－ＲＳポート中の追加のＣＳＩ－ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットに対応
し、送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳ
ポートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される。
【０１２３】
　ステップ１６０６において、ｅＮＢはＵＥに近接情報を送信する。近接情報は、ＵＥと
ｅＮＢとの間の距離およびＵＥと第２のｅＮＢとの間の距離、ｅＮＢからＵＥへの伝搬時
間および第２のｅＮＢからＵＥへの伝搬時間、ｅＮＢからの距離と第２のｅＮＢからの距
離との間の関係、またはｅＮＢからの伝搬時間と第２のｅＮＢからの伝搬時間との間の関
係のうちの１つを含み得る。
【０１２４】
　一態様では、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートは第１の構成に対応し得、第１の数のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートと比較した第２の数のＣＳＩ－ＲＳポート中の追加のＣＳＩ－ＲＳポート
は第２の構成に対応し得る。したがって、ステップ１６０８において、ｅＮＢは、第１の
構成のみに対応するＣＳＩ－ＲＳポートを備える第２のリソースブロックを送信する。
【０１２５】
　図１７は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１７００である。本方法はＵＥによ
って実行され得る。ステップ１７０２において、ＵＥは、少なくとも１つのリソースブロ
ック中のユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）とチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）とを受信する。ステップ１７０４において、ＵＥは、受信したＵＥ－ＲＳとＣＳＩ
－ＲＳとに基づいて時間追跡を実行する。
【０１２６】
　図１８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１８００である。本方法はＵＥによ
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って実行され得る。ステップ１８０２において、ＵＥは、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信を
サポートする送信モードを使用して送信を受信するための構成を受信する。ステップ１８
０４において、ＵＥは、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信する。少なく
とも１つのリソースブロックは、ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを含む
。
【０１２７】
　ステップ１８０６において、ＵＥは、ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが送信中で利
用可能であるかどうかを判断する。判断動作は、ＵＥが、ＲＳの第２のセットの利用可能
性を判断するためにブラインド検出を実行することを含み得る。代替として、判断動作は
、ＵＥが、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの第２のセットが利用可能であるか否か
を示す情報を受信することを含み得る。
【０１２８】
　ステップ１８０８において、ＵＥはｅＮＢから近接情報を受信する。近接情報は、ＲＳ
の第１のセットとＲＳの第２のセットとの伝搬時間差を含み得る。その後、ステップ１８
１０において、ＵＥは、ＲＳの第１のセットに基づいて、およびＲＳの第２のセットが利
用可能であると判断された場合、ＲＳの第２のセットにさらに基づいて、受信した少なく
とも１つのリソースブロックを処理する。処理は、チャネル推定および／またはタイミン
グ推定を実行することを含み得る。
【０１２９】
　一態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとは復調のためのＵＥ固有ＲＳ
（ＵＥ－ＲＳ）である。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとは異な
るプリコーディングまたは同じプリコーディングを有し得る。ＵＥ－ＲＳの第２のセット
が少なくとも１つのリソースブロック内に含まれているとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
の利用可能性が判断され得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第２のセットを備えるリソース
ブロックが少なくとも１つのリソースブロックと同じプリコーディングリソースブロック
グループ（ＰＲＧ）に関連するとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセットの利用可能性が判断され
得る。別の態様では、送信はＵＥ用であり得、ＵＥ－ＲＳの第１のセットはＵＥ用であり
得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない
ことがある。
【０１３０】
　さらなる態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとはチャネル状態情報基
準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である。ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの第２のセ
ットとは異なるリソースに関連し得る。代替として、ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳ
Ｉ－ＲＳの第２のセットとは、同じリソースのセットに関連し得るが、異なるアンテナポ
ートに関連し得る。その上、送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１
のセットとＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用され得る
。
【０１３１】
　また別の態様では、ＲＳの第１のセットは復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を
含み得、ＲＳの第２のセットはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含み得る。
【０１３２】
　図１９は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１９００である。本方法は発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）によって実行され得る。ステップ１９０２において、ｅＮＢは、送信を
受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成する。これは、ｅＮＢが、多地点協調（ＣｏＭ
Ｐ）送信をサポートする送信モードを使用して送信を受信するための構成をＵＥに送信す
ることを含み得る。
【０１３３】
　ステップ１９０４において、ｅＮＢは、送信中でＵＥに少なくとも１つリソースブロッ
クを送信する。少なくとも１つのリソースブロックは、ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）
の第１のセットを含む。ステップ１９０６において、ｅＮＢは、送信中にＲＳの第２のセ
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ットを与える。
【０１３４】
　ステップ１９０８において、ｅＮＢは、ＲＳの第２のセットがＵＥにとって利用可能で
あるか否かを示す情報をＵＥに送信する。ステップ１９１０において、ｅＮＢはまた、Ｕ
Ｅに近接情報を送信する。近接情報は、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとの伝
搬時間差を含む。したがって、ＵＥは、ＲＳの第１のセットに基づいて、およびＲＳの第
２のセットがＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの第２のセットにさらに基づいて、
チャネル推定および／またはタイミング推定を実行し得る。
【０１３５】
　一態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとは復調のためのＵＥ固有ＲＳ
（ＵＥ－ＲＳ）である。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとは異な
るプリコーディングまたは同じプリコーディングを有し得る。ＵＥ－ＲＳの第２のセット
が少なくとも１つのリソースブロック内に含まれているとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
はＵＥにとって利用可能であり得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第２のセットを備えるリ
ソースブロックが少なくとも１つのリソースブロックと同じプリコーディングリソースブ
ロックグループ（ＰＲＧ）に関連するとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセットはＵＥにとって利
用可能であり得る。別の態様では、送信はＵＥ用であり得、ＵＥ－ＲＳの第１のセットは
ＵＥ用であり得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵ
Ｅ用でもないことがある。
【０１３６】
　さらなる態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとはチャネル状態情報基
準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である。ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの第２のセ
ットとは異なるリソースに関連し得る。代替として、ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳ
Ｉ－ＲＳの第２のセットとは、同じリソースのセットに関連し得るが、異なるアンテナポ
ートに関連し得る。その上、送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１
のセットとＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用され得る
。
【０１３７】
　また別の態様では、ＲＳの第１のセットは復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を
含み、ＲＳの第２のセットはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む。
【０１３８】
　図２０は、例示的な装置２００２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図２０００である。本装置はｅＮＢであり得る。本装置は、
受信モジュール２００４と、変調次数判断モジュール２００６と、リソースブロック処理
モジュール２００８と、データ処理モジュール２０１０と、ランク構成モジュール２０１
２と、ポート処理モジュール２０１４と、基準信号処理モジュール２０１６と、近接情報
モジュール２０１８と、送信モジュール２０２０とを含む。
【０１３９】
　変調次数判断モジュール２００６は、ダウンリンク送信のための変調次数を判断し得る
。リソースブロック処理モジュール２００８は、ダウンリンク割当てにおいてユーザ機器
（ＵＥ）２０５０に割り振られ得るリソースブロックの数をＮよりも大きいかまたはそれ
に等しくなるように制限し、ただし、Ｎは１よりも大きい。制限は、変調次数判断モジュ
ール２００６によって判断された変調次数に基づき得る。たとえば、リソースブロック処
理モジュール２００８は、変調次数がしきい値よりも大きいときのみ、ダウンリンク割当
てにおいてＵＥ２０５０に割り振られ得るリソースブロックの数を２よりも大きいかまた
はそれに等しくなるように制限し得る。データ処理モジュール２０１０は、ダウンリンク
割当てに対応するダウンリンク送信をＵＥ２０５０に送信し得る。
【０１４０】
　ランク構成モジュール２０１２は、ランク１送信またはランク２送信のうちの１つを受
信するようにＵＥ２０５０を構成する。リソースブロック処理モジュール２００８は、４
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つのアンテナポートを用いてリソースブロックを送信することを判断し得る。したがって
、ポート処理モジュール２０１４は４つのアンテナポートを選択する。選択された４つの
アンテナポートは、アンテナポート７、８、１１、および１３であり得る。代替として、
選択された４つのアンテナポートは、アンテナポート９、１０、１２、および１４であり
得る。
【０１４１】
　リソースブロック処理モジュール２００８は、送信モジュール２０２０を介してＵＥ２
０５０にリソースブロックを送信する。リソースブロックは、基準信号処理モジュール２
０１６によって生成されたユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の第１のセットとＵＥ
－ＲＳの第２のセットとを含み得る。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセ
ットとのうちの一方はＵＥ２０５０用であり得る。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－Ｒ
Ｓの第２のセットとのうちの他方は、別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でも
ないことがある。
【０１４２】
　ＵＥ－ＲＳの第１のセットは１２個のＵＥ－ＲＳを含み得、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
は１２個のＵＥ－ＲＳを含み得、ＵＥ－ＲＳは合計２４個になる。リソースブロックは、
リソースブロックのセットとともに送信され得る。その上、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは
、リソースブロックのセット中のリソースブロックの数がしきい値数よりも少ないとき、
少なくとも１つのＵＥ－ＲＳを含み得る。
【０１４３】
　一態様では、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのために同じプ
リコーディングが使用され得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの
第２のセットとのために異なるプリコーディングが使用され得、ＵＥ－ＲＳの第１のセッ
トとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの他方は他のＵＥ用である。
【０１４４】
　さらなる態様では、アンテナポート７、８、１１、および１３は、ＵＥ－ＲＳの第１の
セットへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え、ＵＥ－ＲＳの第１のセットはＵＥ２０５０用
であり、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは他のいかなるＵＥ用でもない。したがって、リソー
スブロック処理モジュール２００８は、ＵＥ２０５０がＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ
－ＲＳの第２のセットの両方に基づいて時間追跡を実行することを可能にするために、リ
ソースブロック中にＵＥ－ＲＳの第２のセットを含め得る。
【０１４５】
　別の態様では、アンテナポート９、１０、１２、および１４は、ＵＥ－ＲＳの第２のセ
ットへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え、ＵＥ－ＲＳの第２のセットはＵＥ２０５０用で
あり、ＵＥ－ＲＳの第１のセットは他のいかなるＵＥ用でもない。したがって、リソース
ブロック処理モジュール２００８は、ＵＥ２０５０がＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－
ＲＳの第２のセットの両方に基づいて時間追跡を実行することを可能にするために、リソ
ースブロック中にＵＥ－ＲＳの第１のセットを含め得る。
【０１４６】
　基準信号処理モジュール２０１６は、第１の数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－
ＲＳ）ポートを受信するようにＵＥ２０５０を構成する。リソースブロック処理モジュー
ル２００８は、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポート
を備えるリソースブロックをＵＥ２０５０に送信する。第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートは
、ＵＥ２０５０による改善された時間追跡を可能にする。一態様では、第１の数のＣＳＩ
－ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットに対応し、第２の数のＣＳＩ－ＲＳポ
ート中の追加のＣＳＩ－ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットに対応し、送信
されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポートの
第２のセットとに同じプリコーディングが適用される。
【０１４７】
　近接情報モジュール２０１８は、受信モジュール２００４を通して受信された信号を介
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して近接情報を判断し得、近接情報をＵＥ２０５０に送信する。近接情報は、ＵＥ２０５
０と装置２００２との間の距離およびＵＥ２０５０と別のｅＮＢとの間の距離、装置２０
０２からＵＥ２０５０への伝搬時間および他のｅＮＢからＵＥ２０５０への伝搬時間、装
置２００２からの距離と他のｅＮＢからの距離との間の関係、または装置２００２からの
伝搬時間と他のｅＮＢからの伝搬時間との間の関係のうちの１つを含み得る。
【０１４８】
　一態様では、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートは第１の構成に対応し得、第１の数のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートと比較した第２の数のＣＳＩ－ＲＳポート中の追加のＣＳＩ－ＲＳポート
は第２の構成に対応し得る。したがって、リソースブロック処理モジュール２００８は、
第１の構成のみに対応するＣＳＩ－ＲＳポートを備える第２のリソースブロックを送信し
得る。
【０１４９】
　一態様では、ランク構成モジュール２０１２および／または変調次数判断モジュール２
００６は、送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）２０５０を構成する。これは、送信
モジュール２０２０が、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て送信を受信するための構成をＵＥ２０５０に送信することを含み得る。
【０１５０】
　リソースブロック処理モジュール２００８は、送信中で少なくとも１つのリソースブロ
ックを（送信モジュール２０２０を介して）ＵＥ２０５０に送信する。少なくとも１つの
リソースブロックは、ＵＥ２０５０に固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを含む。
リソースブロック処理モジュール２００８はまた、送信中にＲＳの第２のセットを与える
。
【０１５１】
　基準信号処理モジュール２０１６は、ＲＳの第２のセットがＵＥ２０５０にとって利用
可能であるか否かを示す情報を（送信モジュール２０２０を介して）ＵＥ２０５０に送信
し得る。また、近接情報モジュール２０１８はＵＥ２０５０に近接情報を送信し得る。近
接情報は、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとの伝搬時間差を含む。したがって
、ＵＥ２０５０は、ＲＳの第１のセットに基づいて、およびＲＳの第２のセットがＵＥ２
０５０にとって利用可能である場合、ＲＳの第２のセットにさらに基づいて、チャネル推
定および／またはタイミング推定を実行し得る。
【０１５２】
　一態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとは復調のためのＵＥ固有ＲＳ
（ＵＥ－ＲＳ）である。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとは異な
るプリコーディングまたは同じプリコーディングを有し得る。ＵＥ－ＲＳの第２のセット
が少なくとも１つのリソースブロック内に含まれているとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
はＵＥ２０５０にとって利用可能であり得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第２のセットを
備えるリソースブロックが少なくとも１つのリソースブロックと同じプリコーディングリ
ソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連するとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセットはＵＥ２
０５０にとって利用可能であり得る。別の態様では、送信はＵＥ２０５０用であり得、Ｕ
Ｅ－ＲＳの第１のセットはＵＥ２０５０用であり得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは別のＵ
Ｅ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもないことがある。
【０１５３】
　さらなる態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとはチャネル状態情報基
準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である。ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの第２のセ
ットとは異なるリソースに関連し得る。代替として、ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳ
Ｉ－ＲＳの第２のセットとは、同じリソースのセットに関連し得るが、異なるアンテナポ
ートに関連し得る。その上、送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１
のセットとＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用され得る
。
【０１５４】
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　また別の態様では、ＲＳの第１のセットは復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を
含み、ＲＳの第２のセットはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む。
【０１５５】
　本装置は、図１１、図１４、図１６、および図１９の上述のフローチャート中のアルゴ
リズムのステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１１、
図１４、図１６、および図１９の上述のフローチャート中の各ステップは１つのモジュー
ルによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含み得
る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構成さ
れた１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴリズ
ムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装
のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せであり
得る。
【０１５６】
　図２１は、例示的な装置２１０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図２１００である。本装置はＵＥであり得る。本装置は、受
信モジュール２１０４と、リソースブロック処理モジュール２１０６と、基準信号処理モ
ジュール２１０８と、チャネル／タイミング推定モジュール２１１０と、ポート処理モジ
ュール２１１２と、近接情報モジュール２１１４と、送信モジュール２１１６とを含む。
【０１５７】
　一態様では、受信モジュール２１０４は、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする
送信モードを使用して送信を受信するための構成を受信し得る。したがって、リソースブ
ロック処理モジュール２１０６は、送信中の複数のリソースブロックを（受信モジュール
２１０４を介して）受信し得る。複数のリソースブロックはプリコーディングリソースブ
ロックグループ（ＰＲＧ）を含み得る。基準信号処理モジュール２１０８は、次いで、Ｐ
ＲＧ中のリソースブロックの送信のための仮定された同じプリコーディングに基づいてユ
ーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）を復号し得る。その後、チャネル／タイミング推定
モジュール２１１０は、基準信号処理モジュール２１０８によって復号されたＰＲＧ中の
ＵＥ－ＲＳに基づいて時間追跡を実行する。
【０１５８】
　別の態様では、リソースブロック処理モジュール２１０６は、送信中の少なくとも１つ
のリソースブロックを受信し得る。送信はランク１送信またはランク２送信であり得る。
その上、少なくとも１つのリソースブロックの各々はユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－Ｒ
Ｓ）の第１のセットを含み得る。基準信号処理モジュール２１０８は、少なくとも１つの
リソースブロックのリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むかどうかを判断
し得る。少なくとも１つのリソースブロックのリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセ
ットを含むかどうかの判断は、少なくとも１つのリソースブロックがそのリソースブロッ
クだけを備えるときのみ実行され得る。代替として、判断は、リソースブロックがＵＥ－
ＲＳの第２のセットを含むかどうかを判断するためにブラインド検出を実行することを含
み得る。別の代替では、判断は、ｅＮＢ２１５０から、リソースブロックがＵＥ－ＲＳの
第２のセットを含むかどうかを示す情報を受信することを含み得る。チャネル／タイミン
グ推定モジュール２１１０は、ＵＥ－ＲＳの第１のセットに基づいて、およびリソースブ
ロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを含むと判断されたとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
に基づいて、時間追跡を実行し得る。
【０１５９】
　一態様では、送信は装置２１０２用であり得、ＵＥ－ＲＳの第１のセットは装置２１０
２用であり得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ
用でもないことがある。したがって、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセ
ットとは異なるプリコーディングを有し得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第１のセットと
ＵＥ－ＲＳの第２のセットとは同じプリコーディングを有し得る。
【０１６０】
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　さらなる態様では、受信モジュール２１０４は、少なくとも１つのリソースブロックの
各リソースブロック中に第１の数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートが
ある、少なくとも１つのリソースブロックを受信するための構成を受信し得る。したがっ
て、リソースブロック処理モジュール２１０６は、送信中の少なくとも１つのリソースブ
ロックを（受信モジュール２１０４を介して）受信し得る。ポート処理モジュール２１１
２は、少なくとも１つのリソースブロックのリソースブロックが、第１の数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートを含むと仮定し得る。特に、ポート処
理モジュール２１１２は、少なくとも１つのリソースブロックがしきい値数よりも少ない
リソースブロックを備え、ＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数がＣＳＩ－ＲＳポートのしきい
値数よりも少ないとき、リソースブロックが第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートを備えると仮
定し得る。
【０１６１】
　ポート処理モジュール２１１２はまた、第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートが、少なくとも
、第１のｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ２１５０）によって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの
第１のセットと、第２のｅＮＢによって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットと
を備えるかどうかを判断する。ポート処理モジュール２１１２によって判断された否定の
結果に基づいて、チャネル／タイミング推定モジュール２１１０は、仮定された第２の数
のＣＳＩ－ＲＳポートに対応するリソース要素中の信号に基づいて時間追跡を実行する。
しかしながら、ポート処理モジュール２１１２によって判断された肯定の結果に基づいて
、近接情報モジュール２１１４はサービングｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ２１５０）から近
接情報を受信する。近接情報は、第１のｅＮＢおよび第２のｅＮＢの各々からの距離、第
１のｅＮＢおよび第２のｅＮＢの各々からの伝搬時間、第１のｅＮＢからの距離と第２の
ｅＮＢからの距離との間の関係、または第１のｅＮＢからの伝搬時間と第２のｅＮＢから
の伝搬時間との間の関係のうちの１つを示し得る。その後、チャネル／タイミング推定モ
ジュール２１１０は、受信した近接情報にさらに基づいて時間追跡を実行する。
【０１６２】
　別の態様では、基準信号処理モジュール２１０８は、少なくとも１つのリソースブロッ
ク中のユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）とチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）とを（受信モジュール２１０４を介して）受信する。その後、チャネル／タイミング
推定モジュール２１１０は、受信したＵＥ－ＲＳとＣＳＩ－ＲＳとに基づいて時間追跡を
実行し得る。
【０１６３】
　さらなる態様では、受信モジュール２１０４は、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポー
トする送信モードを使用して送信を受信するための構成を受信し得る。リソースブロック
処理モジュール２１０６は、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを（受信モジュ
ール２１０４を介して）受信する。少なくとも１つのリソースブロックは、装置２１０２
に固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを含み得る。
【０１６４】
　基準信号処理モジュール２１０８は、装置２１０２に固有の、ＲＳの第２のセットが送
信中で利用可能であるかどうかを判断する。判断動作は、基準信号処理モジュール２１０
８が、ＲＳの第２のセットの利用可能性を判断するためにブラインド検出を実行すること
を含み得る。代替として、判断動作は、基準信号処理モジュール２１０８が、発展型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）２１５０から、ＲＳの第２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を
受信することを含み得る。
【０１６５】
　近接情報モジュール２１１４は、ｅＮＢ２１５０から近接情報を受信し得る。近接情報
は、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとの伝搬時間差を含み得る。チャネル／タ
イミング推定モジュール２１１０は、ＲＳの第１のセットに基づいて、およびＲＳの第２
のセットが利用可能であると判断された場合、ＲＳの第２のセットにさらに基づいて、受
信した少なくとも１つのリソースブロックを処理する。処理は、チャネル推定および／ま
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たはタイミング推定を実行することを含み得る。
【０１６６】
　一態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとは復調のためのＵＥ固有ＲＳ
（ＵＥ－ＲＳ）である。ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとは異な
るプリコーディングまたは同じプリコーディングを有し得る。ＵＥ－ＲＳの第２のセット
が少なくとも１つのリソースブロック内に含まれているとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセット
の利用可能性が判断され得る。代替として、ＵＥ－ＲＳの第２のセットを備えるリソース
ブロックが少なくとも１つのリソースブロックと同じプリコーディングリソースブロック
グループ（ＰＲＧ）に関連するとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセットの利用可能性が判断され
得る。別の態様では、送信は装置２１０２用であり得、ＵＥ－ＲＳの第１のセットは装置
２１０２用であり得、ＵＥ－ＲＳの第２のセットは別のＵＥ用であるかまたは他のいかな
るＵＥ用でもないことがある。
【０１６７】
　さらなる態様では、ＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとはチャネル状態情報基
準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）である。ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの第２のセ
ットとは異なるリソースに関連し得る。代替として、ＣＳＩ－ＲＳの第１のセットとＣＳ
Ｉ－ＲＳの第２のセットとは、同じリソースのセットに関連し得るが、異なるアンテナポ
ートに関連し得る。その上、送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１
のセットとＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用され得る
。
【０１６８】
　また別の態様では、ＲＳの第１のセットは復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を
含み得、ＲＳの第２のセットはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含み得る。
【０１６９】
　本装置は、図１２、図１３、図１５、図１７、および図１８の上述のフローチャート中
のアルゴリズムのステップの各々を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、
図１２、図１３、図１５、図１７、および図２８の上述のフローチャート中の各ステップ
は１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つま
たは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行う
ように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロ
セス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロ
セッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何ら
かの組合せであり得る。
【０１７０】
　図２２は、処理システム２２１４を採用する装置２００２’のためのハードウェア実装
形態の一例を示す図２２００である。処理システム２２１４は、バス２２２４によって概
略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２２２４は、処理システ
ム２２１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスお
よびブリッジを含み得る。バス２２２４は、プロセッサ２２０４によって表される１つま
たは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール２００４、
２００６、２００８、２０１０、２０１２、２０１４、２０１６、２０１８、２０２０と
、コンピュータ可読媒体２２０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス２２２４
はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他
の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したが
って、これ以上説明しない。
【０１７１】
　処理システム２２１４はトランシーバ２２１０に結合され得る。トランシーバ２２１０
は、１つまたは複数のアンテナ２２２０に結合される。トランシーバ２２１０は、伝送媒
体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ２２１０は、１
つまたは複数のアンテナ２２２０から信号を受信し、受信した信号から情報を抽出し、抽
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出された情報を処理システム２２１４、特に受信モジュール２００４に与える。さらに、
トランシーバ２２１０は、処理システム２２１４、特に送信モジュール２０２０から情報
を受信し、受信した情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ２２２０に適用されるべ
き信号を生成する。処理システム２２１４は、コンピュータ可読媒体２２０６に結合され
たプロセッサ２２０４を含む。プロセッサ２２０４は、コンピュータ可読媒体２２０６に
記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセ
ッサ２２０４によって実行されたとき、処理システム２２１４に、特定の装置のための上
記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体２２０６はまた、ソフトウ
ェアを実行するときにプロセッサ２２０４によって操作されるデータを記憶するために使
用され得る。処理システムは、モジュール２００４、２００６、２００８、２０１０、２
０１２、２０１４、２０１６、２０１８、および２０２０のうちの少なくとも１つをさら
に含む。それらのモジュールは、プロセッサ２２０４中で動作するか、コンピュータ可読
媒体２２０６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ２
２０４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの
何らかの組合せであり得る。処理システム２２１４は、ｅＮＢ６１０の構成要素であり得
、メモリ６７６、および／またはＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コ
ントローラ／プロセッサ６７５とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１７２】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置２００２／２００２’は、ダウンリンク割当
てにおいてユーザ機器（ＵＥ）に割り振られ得るリソースブロックの数をＮよりも大きい
かまたはそれに等しくなるように制限するための手段であって、Ｎが１よりも大きい、制
限するための手段と、ダウンリンク割当てに対応するダウンリンク送信をＵＥに送信する
ための手段と、ダウンリンク送信のための変調次数を判断するための手段であって、制限
するための手段が、判断された変調次数に基づいてリソースブロックの数を制限する、判
断するための手段と、ランク１送信またはランク２送信のうちの１つを受信するようにユ
ーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、ＵＥにリソースブロックを送信するための手
段であって、リソースブロックがユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の第１のセット
とＵＥ－ＲＳの第２のセットとを備え、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２の
セットとのうちの一方がＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２の
セットとのうちの他方が別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、送信す
るための手段と、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのために同じ
プリコーディングを使用するための手段と、ＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第
２のセットとのために異なるプリコーディングを使用するための手段であって、ＵＥ－Ｒ
Ｓの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセットとのうちの前記他方が前記別のＵＥ用であ
る、使用するための手段と、４つのアンテナポートを用いてリソースブロックを送信する
ことを判断するための手段と、アンテナポート７、８、１１、および１３を備えるように
４つのアンテナポートを選択するための手段であって、アンテナポート７、８、１１、お
よび１３が、ＵＥ－ＲＳの第１のセットへのＵＥ－ＲＳのマッピングを与え、ＵＥ－ＲＳ
の第１のセットがＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの第２のセットが他のいかなるＵＥ用でもな
い、選択するための手段と、ＵＥがＵＥ－ＲＳの第１のセットとＵＥ－ＲＳの第２のセッ
トの両方に基づいて時間追跡を実行することを可能にするために、リソースブロック中に
ＵＥ－ＲＳの第２のセットを含めるための手段と、アンテナポート９、１０、１２、およ
び１４を備えるように４つのアンテナポートを選択するための手段であって、アンテナポ
ート９、１０、１２、および１４が、ＵＥ－ＲＳの第２のセットへのＵＥ－ＲＳのマッピ
ングを与え、ＵＥ－ＲＳの第２のセットがＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの第１のセットが他
のいかなるＵＥ用でもない、選択するための手段と、ＵＥがＵＥ－ＲＳの第１のセットと
ＵＥ－ＲＳの第２のセットの両方に基づいて時間追跡を実行することを可能にするために
、リソースブロック中にＵＥ－ＲＳの第１のセットを含めるための手段と、第１の数のチ
ャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を
構成するための手段と、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－Ｒ
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Ｓポートを備えるリソースブロックをＵＥに送信するための手段であって、第２の数のＣ
ＳＩ－ＲＳポートがＵＥによる改善された時間追跡を可能にする、送信するための手段と
、ＵＥに近接情報を送信するための手段であって、近接情報が、ＵＥとｅＮＢとの間の距
離およびＵＥと第２のｅＮＢとの間の距離、ｅＮＢからＵＥへの伝搬時間および第２のｅ
ＮＢからＵＥへの伝搬時間、ｅＮＢからの距離と第２のｅＮＢからの距離との間の関係、
またはｅＮＢからの伝搬時間と第２のｅＮＢからの伝搬時間との間の関係のうちの１つを
備える、送信するための手段と、第１の構成のみに対応するＣＳＩ－ＲＳポートを備える
第２のリソースブロックを送信するための手段であって、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポート
が第１の構成に対応し、第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートと比較した第２の数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓポート中の追加のＣＳＩ－ＲＳポートが第２の構成に対応する、送信するための手段と
、送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、送信中でＵＥに少
なくとも１つのリソースブロックを送信するための手段であって、少なくとも１つのリソ
ースブロックが、ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備える、送信するた
めの手段と、送信中にＲＳの第２のセットを与えるための手段と、ＲＳの第２のセットが
ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報をＵＥに送信するための手段と、ＵＥに近
接情報を送信するための手段であって、近接情報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記
第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信するための手段と、多地点協調（ＣｏＭＰ）
送信をサポートする送信モードを使用して送信を受信するための構成をＵＥに送信するた
めの手段とを含む。
【０１７３】
　上述の手段は、上述の手段によって具陳した機能を実行するように構成された、装置２
００２および／または装置２００２’の処理システム２２１４の上述のモジュールのうち
の１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２２１４は、ＴＸプ
ロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５とを含み
得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳した機能を実行
するように構成されたＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ
／プロセッサ６７５とであり得る。
【０１７４】
　図２３は、処理システム２３１４を採用する装置２１０２’のためのハードウェア実装
形態の一例を示す図２３００である。処理システム２３１４は、バス２３２４によって概
略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２３２４は、処理システ
ム２３１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスお
よびブリッジを含み得る。バス２３２４は、プロセッサ２３０４によって表される１つま
たは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール２１０４、
２１０６、２１０８、２１１０、２１１２、２１１４、２１１６と、コンピュータ可読媒
体２３０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス２３２４はまた、タイミングソ
ース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得る
が、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明し
ない。
【０１７５】
　処理システム２３１４はトランシーバ２３１０に結合され得る。トランシーバ２３１０
は、１つまたは複数のアンテナ２３２０に結合される。トランシーバ２３１０は、伝送媒
体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ２３１０は、１
つまたは複数のアンテナ２３２０から信号を受信し、受信した信号から情報を抽出し、抽
出された情報を処理システム２３１４、特に受信モジュール２１０４に与える。さらに、
トランシーバ２３１０は、処理システム２３１４、特に送信モジュール２１１６から情報
を受信し、受信した情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ２３２０に適用されるべ
き信号を生成する。処理システム２３１４は、コンピュータ可読媒体２３０６に結合され
たプロセッサ２３０４を含む。プロセッサ２３０４は、コンピュータ可読媒体２３０６に
記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセ
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ッサ２３０４によって実行されたとき、処理システム２３１４に、特定の装置のための上
記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体２３０６はまた、ソフトウ
ェアを実行するときにプロセッサ２３０４によって操作されるデータを記憶するために使
用され得る。処理システムは、モジュール２１０４、２１０６、２１０８、２１１０、２
１１２、２１１４、および２１１６のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらのモジ
ュールは、プロセッサ２３０４中で動作するか、コンピュータ可読媒体２３０６中に常駐
する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ２３０４に結合された１
つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり
得る。処理システム２３１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモリ６６０、および
／またはＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ
６５９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１７６】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置２１０２／２１０２’は、送信中の複数のリ
ソースブロックを受信するための手段であって、複数のリソースブロックがプリコーディ
ングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）を備える、受信するための手段と、ＰＲＧ中の
リソースブロックの送信のための仮定された同じプリコーディングに基づいてユーザ機器
固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）を復号するための手段と、ＰＲＧ中の復号されたＵＥ－ＲＳ
に基づいて時間追跡を実行するための手段と、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートす
る送信モードを使用して送信を受信するための構成を受信するための手段と、送信中の少
なくとも１つのリソースブロックを受信するための手段であって、前記少なくとも１つの
リソースブロックの各々がユーザ機器固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信するための手段と、少なくとも１つのリソースブロックのリソースブロックがＵ
Ｅ－ＲＳの第２のセットを備えるかどうかを判断するための手段と、ＵＥ－ＲＳの第１の
セットに基づいて、およびリソースブロックがＵＥ－ＲＳの第２のセットを備えると判断
されたとき、ＵＥ－ＲＳの第２のセットに基づいて、時間追跡を実行するための手段と、
少なくとも１つのリソースブロックの各リソースブロック中に第１の数のチャネル状態情
報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートがある、少なくとも１つのリソースブロックを受信す
るための構成を受信するための手段と、送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受
信するための手段と、少なくとも１つのリソースブロックのリソースブロックが、第１の
数のＣＳＩ－ＲＳポートよりも多い第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートを備えると仮定するた
めの手段と、ＣＳＩ－ＲＳポートの仮定された第２の数に対応するリソース要素中の信号
に基づいて時間追跡を実行するための手段であって、第２の数のＣＳＩ－ＲＳポートが、
少なくとも、第１の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの
第１のセットと、第２のｅＮＢによって送信されたＣＳＩ－ＲＳポートの第２のセットと
を備える、実行するための手段と、第１のｅＮＢおよび第２のｅＮＢの各々からの距離、
第１のｅＮＢおよび第２のｅＮＢの各々からの伝搬時間、第１のｅＮＢからの距離と第２
のｅＮＢからの距離との間の関係、または第１のｅＮＢからの伝搬時間と第２のｅＮＢか
らの伝搬時間との間の関係のうちの１つを示す近接情報をサービングｅＮＢから受信する
ための手段であって、時間追跡が、受信した近接情報にさらに基づいて実行される、受信
するための手段と、少なくとも１つのリソースブロック中のユーザ機器固有基準信号（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）とチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とを受信するための手段と、受
信したＵＥ－ＲＳとＣＳＩ－ＲＳとに基づいて時間追跡を実行するための手段と、送信中
の少なくとも１つのリソースブロックを受信するための手段であって、少なくとも１つの
リソースブロックが、ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備える、受信す
るための手段と、ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが送信中で利用可能であるかどうか
を判断するための手段と、ＲＳの第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された
場合、ＲＳの第２のセットにさらに基づいて、受信した少なくとも１つのリソースブロッ
クを処理するための手段と、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するための手
段であって、近接情報がＲＳの第１のセットとＲＳの第２のセットとの伝搬時間差を備え
る、受信するための手段と、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使
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【０１７７】
　上述の手段は、上述の手段によって具陳した機能を実行するように構成された、装置２
１０２および／または装置２１０２’の処理システム２３１４の上述のモジュールのうち
の１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２３１４は、ＴＸプ
ロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とを含み
得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳した機能を実行
するように構成されたＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ
／プロセッサ６５９とであり得る。
【０１７８】
　開示したプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例である
ことを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定の順序また
は階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは組み合わせ
られるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例示的な
順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるものではない
。
【０１７９】
　以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるように与えたもの
である。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書で
定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は、本明細
書で示した態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲の言い回しに矛盾しない全範
囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されていない限り
、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するものである
。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複数の」を表す
。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説明し
た様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本明細書に明確
に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に開示したい
かなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにか
かわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手
段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクション
として解釈されるべきではない。
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(50) JP 2015-507874 A 2015.3.12

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】
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【図７】
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【図８】

【手続補正書】
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【提出日】平成26年9月29日(2014.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することであって、前記判断することは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの前記第
２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を受信することを備える、判断することと
、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記処理が、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項９に記載の方法。
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【請求項１１】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項１４】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信することであって、前記近接情報がＲＳ
の前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、受信することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のワイヤレス通信の方法であって、
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと、
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信することと
を備える、方法。
【請求項１７】
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、請求項１６に記載の方
法。
【請求項１８】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項１
８に記載の方法。
【請求項２０】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項１８に記
載の方法。
【請求項２１】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
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ィングを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２５】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項２４に記載の方法。
【請求項２８】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項１７に記
載の方法。
【請求項２９】
　前記ＵＥに近接情報を送信することであって、前記近接情報がＲＳの前記第１のセット
とＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信することをさらに備える、請求
項１６に記載の方法。
【請求項３０】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を前記ＵＥに送信することをさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項３１】
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信するための手段であって、前記少な
くとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセット
を備える、受信するための手段と、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
するための手段であって、判断するための前記手段は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、
ＲＳの前記第２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を受信するように構成された
、判断するための手段と、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
るための手段と
を備える、ユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項３２】
　処理するための前記手段が、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１
つを実行するように構成された、請求項３１に記載のＵＥ。
【請求項３３】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項３１に記載のＵＥ。
【請求項３４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項３３に記載
のＵＥ。
【請求項３５】
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　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項３３に記載のＵＥ
。
【請求項３６】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項３３に記載のＵＥ。
【請求項３７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項３３に記載のＵＥ。
【請求項３８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項３３に記載のＵＥ。
【請求項３９】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項３１に記載のＵＥ。
【請求項４０】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項３９に記載のＵＥ。
【請求項４１】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項３９に記載のＵＥ。
【請求項４２】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項３９に記載のＵＥ。
【請求項４３】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項３１に記
載のＵＥ。
【請求項４４】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するための手段であって、前記近接情報
がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、受信する
ための手段をさらに備える、請求項３１に記載のＵＥ。
【請求項４５】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を受信するための手段をさらに備える、請求項３１に記載のＵＥ。　　
【請求項４６】
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信するための手段であ
って、前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）
の第１のセットを備える、送信するための手段と、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えるための手段と、
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信するための手段とを備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
【請求項４７】
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、請求項４６に記載のｅ
ＮＢ。



(59) JP 2015-507874 A 2015.3.12

【請求項４８】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項４７に記載のｅＮＢ。
【請求項４９】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項４
８に記載のｅＮＢ。
【請求項５０】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項４８に記
載のｅＮＢ。
【請求項５１】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項４８に記載のｅＮＢ。
【請求項５２】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項４８に記載のｅＮＢ。
【請求項５３】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項４８に記載のｅＮＢ。
【請求項５４】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項４７に記載のｅＮＢ。
【請求項５５】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項５４に記載のｅＮＢ。
【請求項５６】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項５４に記載のｅＮＢ
。
【請求項５７】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項５４に記載のｅＮＢ
。
【請求項５８】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項４７に記
載のｅＮＢ。
【請求項５９】
　前記ＵＥに近接情報を送信するための手段であって、前記近接情報がＲＳの前記第１の
セットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信するための手段をさらに
備える、請求項４６に記載のｅＮＢ。
【請求項６０】
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を前記ＵＥに送信するための手段をさらに備える、請求項４６に記載のｅＮＢ
。
【請求項６１】
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
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１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することであって、判断するように構成された処理システムは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ
）から、ＲＳの前記第２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を受信するようにさ
らに構成された、判断することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を行うように構成された処理システム
を備える、ユーザ機器（ＵＥ）。
【請求項６２】
　処理するように構成された前記処理システムが、チャネル推定またはタイミング推定の
うちの少なくとも１つを実行するようにさらに構成された、請求項６１に記載のＵＥ。　
　
【請求項６３】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項６１に記載のＵＥ。
【請求項６４】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項６３に記載
のＵＥ。
【請求項６５】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、請求項６３に記載のＵＥ
。
【請求項６６】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項６３に記載のＵＥ。
【請求項６７】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項６３に記載のＵＥ。
【請求項６８】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項６３に記載のＵＥ。
【請求項６９】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、請求項６１に記載のＵＥ。
【請求項７０】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項６９に記載のＵＥ。
【請求項７１】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項６９に記載のＵＥ。
【請求項７２】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項６９に記載のＵＥ。
【請求項７３】
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　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項６１に記
載のＵＥ。
【請求項７４】
　前記処理システムが、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するようにさらに
構成され、前記近接情報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時
間差を備える、請求項６１に記載のＵＥ。
【請求項７５】
　前記処理システムが、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て前記送信を受信するための構成を受信するようにさらに構成された、請求項６１に記載
のＵＥ。
【請求項７６】
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を行うように構成された処理システムを備え、
　前記処理システムは、ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否
かを示す情報を前記ＵＥに送信するようにさらに構成された、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）
。
【請求項７７】
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、請求項７６に記載のｅ
ＮＢ。
【請求項７８】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、請求項７７に記載のｅＮＢ。
【請求項７９】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項７
８に記載のｅＮＢ。
【請求項８０】
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、請求項７８に記
載のｅＮＢ。
【請求項８１】
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
請求項７８に記載のｅＮＢ。
【請求項８２】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、請求項７８に記載のｅＮＢ。
【請求項８３】
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、請求項７８に記載のｅＮＢ。
【請求項８４】
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
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ＳＩ－ＲＳ）である、請求項７７に記載のｅＮＢ。
【請求項８５】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、請求項８４に記載のｅＮＢ。
【請求項８６】
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、請求項８４に記載のｅＮＢ
。
【請求項８７】
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、請求項８４に記載のｅＮＢ
。
【請求項８８】
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、請求項７７に記
載のｅＮＢ。
【請求項８９】
　前記処理システムが前記ＵＥに近接情報を送信するようにさらに構成され、前記近接情
報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、請求項
７６に記載のｅＮＢ。
【請求項９０】
　前記処理システムが、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て前記送信を受信するための構成を前記ＵＥに送信するようにさらに構成された、請求項
７６に記載のｅＮＢ。
【請求項９１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータプログラムであって、
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することであって、前記判断することは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの前記第
２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を受信することを備える、判断することと
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を行うためのコードを備える、コンピュータプログラム。
【請求項９２】
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のコンピュータプログラムであって、
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと、
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信することと
を行うためのコードを備え、
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、コンピュータプログラ
ム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるように与えたもの
である。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書で
定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は、本明細
書で示した態様に限定されるものではなく、特許請求の範囲の言い回しに矛盾しない全範
囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されていない限り
、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するものである
。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複数の」を表す
。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説明し
た様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本明細書に明確
に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に開示したい
かなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにか
かわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手
段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクション
として解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記処理が、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行するこ
とを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、Ｃ３に記載の方法
。
［Ｃ５］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性が判断される、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
Ｃ３に記載の方法。
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［Ｃ７］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ８］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ９］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ１４］
　前記判断することが、ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性を判断するためにブラ
インド検出を実行することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記判断することは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの前記第２のセットが利用
可能であるか否かを示す情報を受信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信することであって、前記近接情報がＲＳ
の前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、受信することを
さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のワイヤレス通信の方法であって、
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を備える、方法。
［Ｃ１９］
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、Ｃ１９に記載の方法。
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［Ｃ２１］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、Ｃ２０に
記載の方法。
［Ｃ２２］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、Ｃ２０に記載の
方法。
［Ｃ２３］
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２４］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２５］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２６］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２７］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２９］
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３０］
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、Ｃ１９に記載の
方法。
［Ｃ３１］
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信することをさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記ＵＥに近接情報を送信することであって、前記近接情報がＲＳの前記第１のセット
とＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信することをさらに備える、Ｃ１
８に記載の方法。
［Ｃ３３］
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を前記ＵＥに送信することをさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ３４］
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信するための手段であって、前記少な
くとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセット
を備える、受信するための手段と、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断



(66) JP 2015-507874 A 2015.3.12

するための手段と、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
るための手段と
を備える、ユーザ機器（ＵＥ）。
［Ｃ３５］
　処理するための前記手段が、チャネル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１
つを実行するように構成された、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ３６］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ３７］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、Ｃ３６に記載のＵ
Ｅ。
［Ｃ３８］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性が判断される、Ｃ３６に記載のＵＥ
。
［Ｃ３９］
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４０］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４１］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、Ｃ３６に記載のＵＥ。
［Ｃ４２］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ４３］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、Ｃ４２に記載のＵＥ。
［Ｃ４４］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、Ｃ４２に記載のＵＥ。
［Ｃ４５］
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、Ｃ４２に記載のＵＥ。
［Ｃ４６］
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、Ｃ３４に記載の
ＵＥ。
［Ｃ４７］
　判断するための前記手段が、ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性を判断するため
にブラインド検出を実行するように構成された、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ４８］
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　判断するための前記手段は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳの前記第２のセット
が利用可能であるか否かを示す情報を受信するように構成された、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ４９］
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するための手段であって、前記近接情報
がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、受信する
ための手段をさらに備える、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ５０］
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を受信するための手段をさらに備える、Ｃ３４に記載のＵＥ。
［Ｃ５１］
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成するための手段と、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信するための手段であ
って、前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）
の第１のセットを備える、送信するための手段と、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えるための手段と
を備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
［Ｃ５２］
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、Ｃ５１に記載のｅＮＢ
。
［Ｃ５３］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、Ｃ５２に記載のｅＮＢ。
［Ｃ５４］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、Ｃ５３に
記載のｅＮＢ。
［Ｃ５５］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、Ｃ５３に記載の
ｅＮＢ。
［Ｃ５６］
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
Ｃ５３に記載のｅＮＢ。
［Ｃ５７］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、Ｃ５３に記載のｅＮＢ。
［Ｃ５８］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、Ｃ５３に記載のｅＮＢ。
［Ｃ５９］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、Ｃ５２に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６０］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、Ｃ５９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６１］
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　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、Ｃ５９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６２］
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、Ｃ５９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６３］
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、Ｃ５２に記載の
ｅＮＢ。
［Ｃ６４］
　ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否かを示す情報を前記Ｕ
Ｅに送信するための手段をさらに備える、Ｃ５２に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６５］
　前記ＵＥに近接情報を送信するための手段であって、前記近接情報がＲＳの前記第１の
セットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、送信するための手段をさらに
備える、Ｃ５１に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６６］
　多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用して前記送信を受信する
ための構成を前記ＵＥに送信するための手段をさらに備える、Ｃ５１に記載のｅＮＢ。
［Ｃ６７］
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を行うように構成された処理システム
を備える、ユーザ機器（ＵＥ）。
［Ｃ６８］
　処理するように構成された前記処理システムが、チャネル推定またはタイミング推定の
うちの少なくとも１つを実行するようにさらに構成された、Ｃ６７に記載のＵＥ。
［Ｃ６９］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、Ｃ６７に記載のＵＥ。
［Ｃ７０］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの利用可能性が判断される、Ｃ６９に記載のＵ
Ｅ。
［Ｃ７１］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットの前記利用可能性が判断される、Ｃ６９に記載のＵＥ
。
［Ｃ７２］
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
Ｃ６９に記載のＵＥ。
［Ｃ７３］
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　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、Ｃ６９に記載のＵＥ。
［Ｃ７４］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、Ｃ６９に記載のＵＥ。
［Ｃ７５］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、Ｃ６７に記載のＵＥ。
［Ｃ７６］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、Ｃ７５に記載のＵＥ。
［Ｃ７７］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、Ｃ７５に記載のＵＥ。
［Ｃ７８］
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、Ｃ７５に記載のＵＥ。
［Ｃ７９］
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、Ｃ６７に記載の
ＵＥ。
［Ｃ８０］
　判断するように構成された前記処理システムが、ＲＳの前記第２のセットの前記利用可
能性を判断するためにブラインド検出を実行するようにさらに構成された、Ｃ６７に記載
のＵＥ。
［Ｃ８１］
　判断するように構成された前記処理システムは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から、ＲＳ
の前記第２のセットが利用可能であるか否かを示す情報を受信するようにさらに構成され
た、Ｃ６７に記載のＵＥ。
［Ｃ８２］
　前記処理システムが、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）から近接情報を受信するようにさらに
構成され、前記近接情報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時
間差を備える、Ｃ６７に記載のＵＥ。
［Ｃ８３］
　前記処理システムが、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て前記送信を受信するための構成を受信するようにさらに構成された、Ｃ６７に記載のＵ
Ｅ。
［Ｃ８４］
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を行うように構成された処理システム
を備える、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）。
［Ｃ８５］
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、Ｃ８４に記載のｅＮＢ
。
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［Ｃ８６］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ）である、Ｃ８５に記載のｅＮＢ。
［Ｃ８７］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記少なくとも１つのリソースブロック内に含まれて
いるとき、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、Ｃ８６に
記載のｅＮＢ。
［Ｃ８８］
　ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットを備えるリソースブロックが前記少なくとも１つのリソ
ースブロックと同じプリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に関連すると
き、ＵＥ－ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能である、Ｃ８６に記載の
ｅＮＢ。
［Ｃ８９］
　前記送信が前記ＵＥ用であり、ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットが前記ＵＥ用であり、Ｕ
Ｅ－ＲＳの前記第２のセットが別のＵＥ用であるかまたは他のいかなるＵＥ用でもない、
Ｃ８６に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９０］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるプリコーデ
ィングを有する、Ｃ８６に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９１］
　ＵＥ－ＲＳの前記第１のセットとＵＥ－ＲＳの前記第２のセットとが同じプリコーディ
ングを有する、Ｃ８６に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９２］
　ＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとがチャネル状態情報基準信号（Ｃ
ＳＩ－ＲＳ）である、Ｃ８５に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９３］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが異なるリソー
スに関連する、Ｃ９２に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９４］
　ＣＳＩ－ＲＳの前記第１のセットとＣＳＩ－ＲＳの前記第２のセットとが、同じリソー
スのセットに関連するが、異なるアンテナポートに関連する、Ｃ９２に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９５］
　送信されたリソースブロック中のＣＳＩ－ＲＳポートの第１のセットとＣＳＩ－ＲＳポ
ートの第２のセットとに同じプリコーディングが適用される、Ｃ９２に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９６］
　ＲＳの前記第１のセットが復調のためのＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）を備え、ＲＳの前
記第２のセットがチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を備える、Ｃ８５に記載の
ｅＮＢ。
［Ｃ９７］
　前記処理システムは、ＲＳの前記第２のセットが前記ＵＥにとって利用可能であるか否
かを示す情報を前記ＵＥに送信するようにさらに構成された、Ｃ８５に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９８］
　前記処理システムが前記ＵＥに近接情報を送信するようにさらに構成され、前記近接情
報がＲＳの前記第１のセットとＲＳの前記第２のセットとの伝搬時間差を備える、Ｃ８４
に記載のｅＮＢ。
［Ｃ９９］
　前記処理システムが、多地点協調（ＣｏＭＰ）送信をサポートする送信モードを使用し
て前記送信を受信するための構成を前記ＵＥに送信するようにさらに構成された、Ｃ８４
に記載のｅＮＢ。
［Ｃ１００］
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　ユーザ機器（ＵＥ）のコンピュータプログラム製品であって、
　送信中の少なくとも１つのリソースブロックを受信することであって、前記少なくとも
１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１のセットを備え
る、受信することと、
　前記ＵＥに固有の、ＲＳの第２のセットが前記送信中で利用可能であるかどうかを判断
することと、
　ＲＳの前記第１のセットに基づいて、および利用可能と判断された場合、ＲＳの前記第
２のセットにさらに基づいて、前記受信した少なくとも１つのリソースブロックを処理す
ることと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１０１］
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）のコンピュータプログラム製品であって、
　送信を受信するようにユーザ機器（ＵＥ）を構成することと、
　前記送信中で前記ＵＥに少なくとも１つのリソースブロックを送信することであって、
前記少なくとも１つのリソースブロックが、前記ＵＥに固有の、基準信号（ＲＳ）の第１
のセットを備える、送信することと、
　前記送信中にＲＳの第２のセットを与えることと
を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体
を備え、
　前記ＵＥが、ＲＳの前記第１のセットに基づいて、およびＲＳの前記第２のセットが前
記ＵＥにとって利用可能である場合、ＲＳの前記第２のセットにさらに基づいて、チャネ
ル推定またはタイミング推定のうちの少なくとも１つを実行する、コンピュータプログラ
ム製品。
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